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はじめに 

 

現在、若者の勤労観、職業観の未成熟さ、職業人としての基礎的資質・能力

の低下等が指摘され、ニートやフリーターの増加が社会問題になっています。

そのため、児童・生徒に自己の在り方や生き方について考えさせ必要な力を身

に付けさせるキャリア教育の必要性が高まっており、神奈川県では平成 19 年８

月に策定した「かながわ教育ビジョン」の「重点的な取組み」の中に、「学び高

め合う学校教育」として「小・中・高校を通じて系統だったキャリア教育を推

進するとともに、企業や地域との連携を一層深め、職場体験やインターンシッ

プ（就業体験）の充実を図るなど、生き方や働くことについて学ぶ教育の総合

的な取組みを進めます」と明記しています。 

また、平成 20 年１月の中央教育審議会による「幼稚園、小学校、中学校、高

等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善について（答申）」の「社会の

変化への対応の観点から教科等を横断して改善すべき事項」には、「子どもたち

一人一人の勤労観・職業観を育てるキャリア教育を充実する必要がある」と記

述されており、キャリア教育はますます重要視されています。 

そこで、神奈川県立総合教育センターでは、本年度小・中学校各１校を研究

指定校とし、共同でキャリア教育の実践研究を行いました。 

本冊子は、その実践研究をまとめた報告書です。本冊子を小・中学校のキャ

リア教育の一層の充実と発展に向けて御活用ください。 

 

 
平成 21 年３月 

            神奈川県立総合教育センター 

             所 長  安 藤 正 幸 
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平成 20 年度研究指定校共同研究事業として、神奈川県内の小学校・中学

校各１校と神奈川県立総合教育センター（以下「センター」という。）が共

同で「キャリア教育」について研究し、具体的実践を行いました。 

本冊子は、最初に「キャリア教育」の理論を載せ、次に共同研究指定校が

実践した内容を紹介しています。 
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 平成 16 年１月に文部科学省から発行された「キャリア教育の推進に関する総

合的調査研究協力者会議報告書～児童生徒一人一人の勤労観，職業観を育てる

ために～」（以下、「協力者会議報告書」という。）では、「キャリア」を「個々

人が生涯にわたって遂行する様々な立場や役割の連鎖及びその過程における自

己と働くこととの関係付けや価値付けの累積」(p.７）であるととらえ、生涯の

過程において「自己と働くこととの関係付けや価値付けの累積」を行っていく

こととしている。 

 小学校からの各学校教育の段階では、児童・生徒の発達に応じて、「自己と働

くことの関係付けや価値付けの累積」を系統的に行うために、学校ごとに目標

を設定し、はぐくみたい能力に応じた指導内容とその実現状況を把握する評価

の在り方を検討し、キャリア教育のカリキュラムを通してキャリアを形成して

いくことが求められている。 

このキャリアの内容から、キャリアは個々人の社会生活の経過とともに変

化・推移・発達していくものと考えることができ、キャリアの概念自体を人生

全般にわたる幅広いものとしてとらえることができる。 

 

 

   

○自己と働くこととの関係付け              

       ○価値付けの累積                    

                                   

                                                                    

 キャリア発達 

 

第１図 生涯にわたってのキャリア発達とキャリアの充実 

（センター「キャリア教育推進ハンドブック」ｐ.10 より一部改訂） 

第１章 今、求められるキャリア教育（理論編） 

１ キャリアとは 

 

誕
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キャリア発達とは、平成 18 年 11 月に文部科学省から発行された「小学校・

中学校・高等学校 キャリア教育推進の手引 －児童生徒一人一人の勤労観、

職業観を育てるために－」（以下、「キャリア教育推進の手引」という。）に、 

 

 

 

 

 

と示されている。 

 キャリア教育においては、児童・生徒の生涯にわたる発達的観点に立つこと

が大切であり、児童・生徒の現状だけではなく将来を見据えた「キャリア発達」

を意識した指導が必要である。 

 「キャリア教育推進の手引」に示されている「小学校・中学校・高等学校に

おけるキャリア発達」は、第１表のとおりである。 

 

第１表 小学校・中学校・高等学校におけるキャリア発達 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ キャリア発達とは 

小 学 校 中 学 校 高 等 学 校 

＜ キ ャ リ ア 発 達 段 階 ＞ 

進路の探索・選択にかか

る基盤形成の時期 

現実的探索と暫定的選

択の時期 

現実的探索・試行と社

会的移行準備の時期 

・自己及び他者への積極

的関心の形成・発展 

・身のまわりの仕事や環

境への関心・意欲の向

上 

・夢や希望、憧れる自己

イメージの獲得 

・勤労を重んじ目標に向

かって努力する態度

の形成 

・肯定的自己理解と自

己有用感の獲得 

・興味・関心等に基づ

く勤労観、職業観の

形成 

・進路計画の立案と暫

定的選択 

・生き方や進路に関す

る現実的探索 

・自己理解の深化と自

己受容 

・選択基準としての勤

労観、職業観の確立 

・将来設計の立案と社

会的移行の準備 

・進路の現実吟味と試

行的参加 

（文部科学省「キャリア教育推進の手引」ｐ.19 より） 

 

 

 発達とは生涯にわたる変化の過程であり、人が環境に適応する能力を獲得

していく過程である。その中で、キャリア発達とは、自己の知的、身体的、

情緒的、社会的な特徴を一人一人の生き方として統合していく過程である。

  （文部科学省「キャリア教育推進の手引」ｐ.３より）



 

- 3 - 

 

 

 

 

 キャリア教育の定義について、「協力者会議報告書」では、 

ととらえ、端的には、 

 

 

 

としている。 

 キャリア教育は、就職の斡旋指導や進学指導等の受験指導のみを目的とする

ものではなく、児童・生徒の生涯にわたるキャリア形成の能力を身に付けさせ

るための教育である。その要点は、次の５点である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特に、①の「キャリア発達の考え方を基本に 

すること」は、従来型の進路指導と大きく異な 

る点である。 

キャリア教育は、いわば、生き生きとした 

人生を自分自身の力でデザインし切り拓く能 

力を育成することである。それは、自分自身 

の力で人生の価値を高めることであると言い 

換えることができる。 

３ キャリア教育とは 

児童生徒一人一人のキャリア発達を支援し，それぞれにふさわしいキャリ

アを形成していくために必要な意欲・態度や能力を育てる教育 

    （文部科学省「協力者会議報告書」ｐ.７より）

①キャリア発達の考え方を基本にすること 

②児童・生徒の年齢や発達段階に応じた職業観を育成すること 

③職業や進路に関する情報収集や分析能力を高めること 

④職業や進路に関する体験や調査・探究などを通じて実際的な職業観を育成

すること 

⑤児童・生徒の生涯にわたるキャリア形成の基礎能力を身に付けさせること

（センター「キャリア教育推進ハンドブック」ｐ.９より一部改訂）

 

児童生徒一人一人の勤労観，職業観を育てる教育 

（文部科学省「協力者会議報告書」ｐ.７より）
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 児童・生徒に自己の生き方を考えさせ、進路を選択・決定させるという、これ

までも行ってきた進路指導は教育活動として重要であり、「協力者会議報告書」

でも「進路指導の取組は、キャリア教育の中核をなすものである」(p.14）とし

ている。さらに、現在の社会や若者の状況から、児童・生徒に生涯にわたる在

り方・生き方について考えさせ、その意欲・態度や能力を育てるという、進路

指導よりも広い領域をもつキャリア教育が重要になっている。 

         

        

        図．キャリア教育と進路指導との関係 

 

 

 

第２図 キャリア教育と進路指導との関係 

  従来型の進路指導は、本人の適性と職業の特性の合致点を見付けることに力

を注ぐもので、マッチング理論と言われる考え方であった。それに対して、キ

ャリア教育の理念は、発達的観点に立った進路指導であり、選択と適応の連鎖 

の中で生涯にわたってのキャリア発達とキャリアの充実を目指すものである。 

第３図 進路指導におけるマッチング理論とキャリア教育の違い 

（センター「キャリア教育推進ハンドブック」ｐ.９より一部改訂） 

キャリア教育 

４ キャリア教育と進路指導との関係 

進路指導 

従来型進路指導            キャリア教育 

本人の適性                        進路選択Ⅱ 

                         進路選択Ⅰ 

 

        マッチング 

 

                          選択と適応の連鎖 

 
理念：現時点でのより良いマッチングの        理念：生涯にわたってのキャリア発達と 
   発見                        キャリアの充実 

職業

の 

特性
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  キャリア教育ではぐくみたい能力については、平成８年度・９年度の２ヵ年に

わたり、旧文部省委託研究として職業教育・進路指導研究会がまとめた「職業

教育及び進路指導に関する基礎的研究（最終報告）」（平成 10 年）の中で、「キ 

ャリア設計」・「キャリア情報探索・活用」・「意志決定」・「人間関係」の４能力

領域が設定された。これらは同報告書の中で、「わが国におけるキャリア発達能

力の構造化モデル」(p.95）として示された。その後、最終報告における構造化

モデルの成果をいかして、国立教育政策研究所生徒指導研究センターが平成 14

年 11 月に発行した「児童生徒の職業観・勤労観を育む教育の推進について（調

査研究報告書）」（以下、「調査研究報告書」という。）の中の「職業観・勤労観

を育む学習プログラムの枠組み（例）」(pp.47-48）において４領域８能力が示

された（第２表参照）。 

平成17年３月にセンターが発行した「キャリア教育推進ハンドブック」では、

この４領域８能力を参考に、学校教育でのキャリア発達にかかわる諸能力につ

いて研究した結果、人間関係形成能力を二つに分け、５能力領域及びその下位

10 能力（５領域 10 能力）を示した（第３表参照）。これらはあくまでも例であ

り、キャリア教育を通して児童・生徒が身に付ける諸能力は、学校や地域、児

童・生徒の状況を十分踏まえ、各学校が適切に設定するものである。 

 

第２表 ４領域８能力 

領域 能力 

人間関係形成能力 自他の理解能力 

コミュニケーション能力 

情報活用能力 情報収集・探索能力 

職業理解能力 

将来設計能力 役割把握・認識能力 

計画実行能力 

意思決定能力 選択能力 

課題解決能力 

（国立教育政策研究所「調査研究報告書」より） 

５ キャリア教育ではぐくみたい諸能力 
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第３表 キャリア発達にかかわる諸能力

５領域 領域説明 10能力 能力説明

１ 自己分析と自己理解に ① 自己理解能力 自己の適性に目を向けながら、自己分自己教育能力

よって内的な深化を図る 析と自己理解を通して内的な深化を図る

とともに、適切な自己表 能力

現を通して自己を教育

し、成長させていく ② 自己表現能力 適切な自己表現を通して自己実現を図

る能力

２ 他者の個性を尊重し、 ③ 他者理解能力 他者の多様な個性を理解し互いに認め人間関係能力

自己の個性を発揮しなが 合うことを大切にして行動していく能力

ら、様々な人々とコミュ

ニケーションを図り、協 ④ コミュニケー 多様な集団・組織の中で、コミュニケ

、力・共同してものごとに ション能力 ーションや豊かな人間関係を築きながら

取り組む 自己の成長を果たしていく能力

３ 学ぶこと・働くことの ⑤ 情報収集・活用 進路や職業等に関する様々な情報を収情報活用能力

意義や役割及びその多様 能力 集・探索するとともに、必要な情報を選

性を理解し、幅広く情報 択・活用し、自己の進路や生き方を考え

を活用して、自己の進路 ていく能力

や生き方の選択にいかす

⑥ 職業理解能力 様々な体験等への取組を通して、学校

、で学ぶことと社会・職業生活との関連や

今しなければならないことなどを理解し

ていく能力

４ 夢や希望を持って将来 ⑦ 役割把握・認識 生活・仕事上の多様な役割や意義及び将来設計能力

の生き方や生活を考え、 能力 その関連等を理解し、自己の果たすべき

社会の現実を踏まえなが 役割等についての認識を深めていく能力

ら、前向きに自己の将来

を設計する ⑧ 計画実行能力 目標とすべき自己の生き方や進路を考

え、それを実現するための進路計画を立

て、実際の行動等で実行していく能力

５ 自らの意志と責任でよ ⑨ 選択・決定能力 様々な場面で主体的に考えた上で自ら意思決定能力

りよい選択・決定を行う にふさわしい選択・決定をし、その結果

とともに、その過程での を責任を持って受け入れ、適応・対処で

課題や葛藤に積極的に取 きる能力

り組み克服する

⑩ 課題解決能力 希望する進路の実現に向けて自ら課題

を設定し、問題や葛藤を克服しながらそ

の解決に取り組む能力

（センター「キャリア教育推進ハンドブック」ｐ.13より）
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 平成 19 年８月に神奈川県教育委員会は、明日のかながわを担う人づくりを進

めるため、教育の総合的な指針となる「かながわ教育ビジョン」を策定した。

その中で、おおむね６歳ごろから 18～22 歳ごろまでを「自分らしさを探求する

段階（児童・青年期）」としており、その段階の目標を「それぞれの学校段階に

おいて、確かな学力を身に付けるとともに、様々な体験や経験を通じて生き方

や進路を考え、自分らしさを探求し、心身ともに健康で、豊かな人間性や社会

性を培う」(p.28）としている。 

 第５章の「重点的な取組み」には、 

 

 

 

 

 

 

 

 

と明記され、キャリア教育の推進が重点的な取組の一つに上がっており、県立

高校においては、平成 20 年度から学校ごとの指導計画に基づき、キャリア教育

が展開されている。 

「かながわ教育ビジョン」の中には、発達段階に応じた具体的な取組の方向

性が示されているので、第４表にその内容を紹介する。なお、この表にある児

童期とはおおむね６歳ごろから 12 歳ごろまでで、青年期とはおおむね 12 歳ご

ろから 18～22 歳ごろを指している。 

 

第４表 「かながわ教育ビジョン」に示されている具体的な取組 

児童期 青年期 

生きることや働くことなど人生

にかかわる教育（キャリア教育）

を推進する。 

地域での貢献活動やボランティア活動、職場体験

などの体験活動を通して、生きることや働くことな

ど人生にかかわる教育（キャリア教育）を推進する。

（神奈川県教育委員会「かながわ教育ビジョン」ｐ.30,34 より） 

６ かながわ教育ビジョンにおけるキャリア教育 

Ⅲ．学び高め合う学校教育 

○生き方や社会を学ぶ教育の充実 

  小・中・高校を通じて系統だったキャリア教育を推進するとともに、企業や地域との

連携を一層深め、職場体験やインターンシップ（就業体験）の充実を図るなど、生き方

や働くことについて学ぶ教育の総合的な取組みを進めます。また、よき市民となるため、

政治参加意識を高め、社会や経済のしくみについて理解を深めるとともに、ボランティ

ア活動などを通じて、積極的に社会とかかわり責任を果たそうとする力を育成します。

（神奈川県教育委員会「かながわ教育ビジョン」ｐ.53 より）
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 平成 20 年１月、中央教育審議会から「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及

び特別支援学校の学習指導要領等の改善について（答申）」（以下、「答申」とい

う。）が出され、学習指導要領改訂の方針が示された。この「答申」の「社会の

変化への対応の観点から教科等を横断して改善すべき事項」に、キャリア教育

について次のとおり明記されている。 

上記の「答申」の内容を受けて小・中学校の学習指導要領が改訂され、平成

20 年３月 28 日に告示された。これにより、小学校では平成 23 年度から、中学

校では平成 24 年度から全面実施が予定されているが、新学習指導要領の総則や

道徳、総合的な学習の時間、特別活動については、平成 21 年度から新学習指導

要領の規定を先行実施することになった。 

新学習指導要領には、キャリア教育という用語そのものは使われていないが、

上記「答申」を受けて改訂されており、キャリア教育の充実が求められている

のである。 

「生きる力」という考え方は、社会において子どもたちに必要となる力をまず明確に

し、そこから教育の在り方を改善するという視点を重視している。近年の産業・経済の

構造的な変化や雇用の多様化・流動化等を背景として、就職・進学を問わず子どもたち

の進路をめぐる環境は大きく変化している。このような変化の中で、将来子どもたちが

直面するであろう様々な課題に柔軟かつたくましく対応し、社会人・職業人として自立

していくためには、子どもたち一人一人の勤労観・職業観を育てるキャリア教育を充実

する必要がある。 

（中略） 

生活や社会、職業や仕事との関連を重視して、特別活動や総合的な学習の時間をはじ

めとした各教科等の特性に応じた学習が行われる必要がある。特に、学ぶことや働くこ

と、生きることを実感させ将来について考えさせる体験活動は重要であり、それが子ど

もたちが自らの将来について夢やあこがれをもつことにつながる。具体的には、例えば、

・特別活動における望ましい勤労観・職業観の育成の重視、 

・総合的な学習の時間、社会科、特別活動における、小学校での職場見学、中学校での

職場体験活動、高等学校での就業体験活動等を通じた体系的な指導の推進、 

などを図る必要がある。            

（中央教育審議会「答申」pp.68-69 より）

７ 新学習指導要領におけるキャリア教育の位置付け 
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前ページに掲載した「答申」の中にあるように、「社会の変化への対応の観点

から教科等を横断して改善すべき事項」にキャリア教育の充実が盛り込まれ、

キャリア教育を推進するのは特別活動や総合的な学習の時間だけではなく、教

科等と関連した取組が求められている。そのため、特別活動や総合的な学習の

時間に加え、教科等を含んだ学習になるようにカリキュラムを見直す必要があ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   第４図 学校全体の教育活動を通じたキャリア教育 

 

そこで、どのようにしてカリキュラムの見直しを行うかという課題に向き合

う必要がある。センターでは、平成 15 年度研究事業「キャリア教育カリキュラ

ムの開発に関する研究」に基づき、先進校の取組に関して事例研究を行い、そ

の成果を踏まえて検討・考察を重ねてきた結果、次のような開発プロセスを提

示している。 

 

 

 

 

 

 

     道   徳 

教  科 

 

 

 

 

 

 

８ カリキュラムを見直す 

 

特別活動 

     

           総合的な

学習の

時間  

 

キャリア教育
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図５．キャリア教育の開発プログラム 

（センター「キャリア教育推進ハンドブック」ｐ.22 より一部改訂） 

 

  カリキュラム開発に際しては、児童・生徒の実態に応じた教育目標の設定が

重要であり、そこからスタートしないと「活動あって学びなし」という状況に

陥る危険性がある。 

 キャリア教育は、家庭や地域の願いを踏まえ、 

地域を単位に「どのような子どもをはぐくんで 

いくのか」という目標を共有化した上で、学校 

教育におけるキャリア教育の役割や目標を見い 

出していくことが大切である。視点を変えて言 

えば、キャリア教育を推進することにより、キ 

ャリア教育を媒介にして地域に開かれた学校作 

りを促進する可能性をも秘めているといえる。 

 

 

 

 

計画 

ステップ１： 

子どもの実態に応じたキャリア教育目標の設定 

ステップ２： 

キャリア諸能力に関する校種別マトリクスの作成 

ステップ３： 

キャリア教育単元の開発と構成（指導法や教材の開発を含む） 

ステップ４： 

キャリア教育カリキュラムのデザイン化 

ステップ５： 

キャリア教育カリキュラムの実施 

ステップ６： 

キャリア教育カリキュラムの点検・評価 

ステップ７： 

キャリア教育カリキュラムの改善 

実施 

評価 

改善 
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キャリア教育では体験活動が重要であり、「体験活動等の意義」について、「協

力者会議報告書」では次のように述べている。 

 

きゃりあ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 また、前述した「かながわ教育ビジョン」や「答申」、「新学習指導要領」に

おいても体験活動の大切さが、指摘されている。 

 平成 20 年３月、国立教育政策研究所生徒指導研究センター 

から発行された「キャリア教育 体験活動事例集（第１分冊） 

－家庭や地域との連携・協力－」の 10 ページに、体験活動実 

施のポイントが７点明記されている。 

 

 

９ 体験活動の重要性 

 体験活動等には，職業や仕事の世界についての具体的・現実的理解の促進，勤労観，

職業観の形成，自己の可能性や適性の理解，自己有用感等の獲得，学ぶことの意義の

理解と学習意欲の向上等，様々な教育効果が期待され，事実，実施したほとんどの学

校から，こうした面での大きな成果が報告されている。 

 職業と生活の分離が進み，子どもたちが生き生きと働いている大人の姿を見ること

が少なくなった今日，子どもたちは，仕事は我慢してやらなければならないもの，苦

労するものといった意識だけを持ちがちであるが，職場体験やインターンシップ等を

通して，やりがいを持って仕事をしている人たちから直接話を聞いたり，世の中には

こんな仕事がある，仕事にはこんなやりがいや面白いことがあると教えられたりする

ことは，子どもたちに新鮮な驚きと発見をもたらし，職業ひいては大人社会への認識

を改めるきっかけになっている場合も少なくない。体験を通して得られるこのような

自己への期待感や大人との信頼関係は，子どもたちが抱えている不安を解消し，次の

段階に踏み出していくエネルギーの源となるものでもある。 

 体験活動等には，このほか，学校と社会をつなぐという重要な役割がある。一面的

な情報に流され，社会の現実を見失いがちな現代の子どもたちに，現実に立脚した確

かな認識をはぐくむ上でも，体験活動等の充実は欠かすことのできないものである。 

（文部科学省「協力者会議報告書」ｐ.25 より）
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 体験活動が単独の孤立した活動とならないように、事前指導では児童・生徒

に体験活動の意義を理解させるとともに職業調べ等を行い、事後指導ではまと

めの話し合いや発表会等を計画するなど、周到な準備の基に体験活動を実施す

ることが大変重要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

体験活動実施のポイント 

(1)  ねらいの設定 

(2)  全体計画・実施計画の立案 

(3) 体験先、保護者との連携           

(4) 事前指導の充実 

(5) 実施期間中の指導体制 

(6) 事後指導の充実 

(7) 評価 
 

《次章の内容について》 

これまで紹介したキャリア教育の考えを基に、伊勢原市立伊勢原小学

校と鎌倉市立大船中学校が実践研究を行った。それぞれの学校の研究チ

ームとセンター所員が共同で研究を進めた結果、センターだけではでき

ない具体的実践を伊勢原小学校と大船中学校で行うことができた。 

次章が、両校のキャリア教育の実践報告である。 
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１ 伊勢原市立 

伊勢原小学校 

２ 鎌倉市立 

大船中学校 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

伊勢原小学校の児童と拡大読書機          大船中学校の生徒の職場体験活動の様子 

 

第２章 研究指定校報告（実践編） 
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 伊勢原市立伊勢原小学校は、平成 20 年度の学校教育目標を、“友だちと育ち夢

を育む伊勢原っ子”として、「よく考え、努力する子（知）」「なかよく、助け合

う子（徳）」「健康で、たくましい子（体）」を育てる学校運営を行っている。 

 平成 20 年度の「伊勢原小教育プラン」には、学校教育目標の実現のために、

「確かな学力を育む教育」「豊かな心を育む教育」「健やかな体をつくる教育」「地

域と歩む教育」を進めることが明記されている。「確かな学力を育む教育」のた

めの一つに学校研究の推進が挙げられており、伊勢原市教育委員会学校研究委

託校（平成 20～23 年度）にもなっている。 

 キャリア教育については、これまで特に研究として取り上げてはいない。し

かし、平成 20 年１月の中央教育審議会の答申にもあるように、教育課題として

「キャリア教育」に取り組むことが必要であるととらえている。 

 そこで、平成 20 年度は、「キャリア教育」に関する研究体制を整えた。具体

的には、校内研究とは別組織で、「キャリア教育」の研究チームを立ち上げ、研

究主任１名、副主任２名によって研究を進めることとした。まず、このプロジ

ェクトチームで実践研究を行い、成果を学校全体に発信していくことを目指し

た。 

 センターは、この「キャリア教育」の研究チームと共同研究を行った。教科

にキャリア教育の視点を取り入れた実践研究と、千葉商科大学教授の鹿嶋研之

助氏を講師に招いてキャリア教育の理論を学ぶ講演会を中心に取り組んだ。 

 

  

 

研究テーマ：「教科でのキャリア教育の推進」～第４学年国語科を通して～ 

 

研究の内容：教科指導にキャリア教育ではぐくむ諸能力の視点を取り入れる

ことにより、教科の中でキャリア教育を進めるとともに、教科の

授業改善を図る。具体的には、第４学年国語科の「伝え合うとい

うこと」の単元で授業研究を行う。 

(1)  研究の概要 

(2)  研究のテーマと内容 

１ 伊勢原市立伊勢原小学校 
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(ア)  研究仮説の設定 

 キャリア教育の実践研究は、小学校でも全国的に進められてきている。総合的

な学習の時間や特別活動などでの実践は見られるが、教科の中での実践となる

と、キャリア教育ではぐくむ諸能力の一部の領域を取り上げた取組（国語科で

は「人間関係形成能力」、社会科では「情報活用能力」など）が目立つ。 

 本研究は、「各教科においてキャリア教育ではぐくむ諸能力をそのように簡単

に分けて実践することができるのだろうか」という疑問から出発した。つまり、

国語科でも社会科でもキャリア教育ではぐくむ諸能力の４領域（国立教育政策

研究所の分類、本冊子５ページ参照）にかかわる内容を扱えるのではないか、

ということである。 

もう一つは、キャリア教育ではぐくむ諸能力の視点を教科指導に織り込むこ

とにより、その教科の授業改善が図られるであろうということである。そこで、 

教科の中にキャリア教育ではぐくむ諸能力の視点を取り入れることで、 

キャリア教育の充実を図るとともに、教科のねらいを達成させるため 

の授業改善にもつながるであろう 

という仮説を立て、具体的には国語科で実践的研究を行うこととした。 

 

(イ)  実践を通しての仮説の検証 

 まず、伊勢原小学校第４学年国語科の年間指導計画の中で、キャリア教育では

ぐくむ諸能力と関連が多く見られる単元を取り出し、そこでの学習内容とキャ

リア教育ではぐくむ諸能力との関係を一覧表で示した（次ページの表）。この表

は、縦に見ると、その単元におけるキャリア教育ではぐくむ諸能力の視点から

とらえた「期待する児童の姿」を読み取ることができ、また、横に見ると児童

のキャリア発達を追うことができるというものである。 

キャリア教育ではぐくむ諸能力については、センターが発行した「キャリア

教育ハンドブック」では人間関係形成能力を自己教育能力と人間関係形成能力

の二つに分け、５領域 10 能力としている。研究チームは、これを基に学校教育

目標や児童の実態、地域の特色などから検討を行った。伊勢原小学校では「友

だちと育ち 夢を育む伊勢原っ子」を学校教育目標としていることから、様々な

人々とコミュニケーションを図り協力・共同してものごとに取り組むという人

間関係形成能力に主眼を置き、自己教育能力についてはその中に含めて考える

方が学校の実態に合っているととらえた。そこで、ここでは４領域８能力（本

冊子５ページ参照）によることとした。 

本研究では「伝え合うということ」の単元を取り上げ、検証授業を第４学年

４組（33 名）で行った。 

(3)  研究経過 
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 キャリア教育ではぐくむ諸能力と第４学年国語科単元との関連表 

小　　学　　校

進路の探索・選択にかかる基盤形成の時期

・自己及び他者への積極的関心の形成・発展

・身のまわりの仕事や環境への関心・意欲の
  向上

・夢や希望，憧れる自己イメージの獲得

・勤労を重んじ目標に向かって努力する態度
  の形成

領域 領域説明 能力説明

【自他の理解能力】
　自己理解を深め，他者の多様な個性
を理解し，互いに認め合うことを大切
にして行動していく能力

・自分のよいところを見つける。
・友達のよいところを認め，励まし合う。
・自分の生活を支えている人に感謝する。

【コミュニケーション能力】
　多様な集団・組織の中で，コミュニ
ケーションや豊かな人間関係を築きな
がら，自己の成長を果たしていく能力

・自分の意見や気持ちを分かりやすく表現す
  る。
・友達の気持ちや考えを理解しようとする。
・友達と協力して，学習や活動に取り組む。

【情報収集・探索能力】
　進路や職業等に関する様々な情報を
収集・探索するとともに，必要な情報
を選択・活用し，自己の進路や生き方
を考えていく能力

・いろいろな職業や生き方があることが分か
  る。
・分らないことを，図鑑などで調べたり，質
  問したりする。

【職業理解能力】
　様々な体験等を通して，学校で学ぶ
ことと社会・職業生活との関連や，今
しなければならないことなどを理解し
ていく能力

・係や当番活動に積極的にかかわる。
・働くことの楽しさが分かる。

【役割把握・認識能力】
　生活・仕事上の多様な役割や意義及
びその関連等を理解し，自己の果たす
べき役割等についての認識を深めてい
く能力

・互いの役割や役割分担の必要性が分かる。
・日常の生活や学習と将来の生き方との関係
  に気付く。

【計画実行能力】
　目標とすべき将来の生き方や進路を
考え，それを実現するための進路計画
を立て，実際の選択行動等で実行して
いく能力

・将来の夢や希望を持つ。
・計画づくりの必要性に気付き，作業の手順
  が分かる。
・学習等の計画を立てる。

【選択能力】
　様々な選択肢について比較検討した
り，葛藤を克服したりして，主体的に
判断し，自らにふさわしい選択・決定
を行っていく能力

・自分のやりたいこと，よいと思うことなど
  を考え、進んで取り組む。
・してはいけないことが分かり，自制する。

【課題解決能力】
　意思決定に伴う責任を受け入れ，選
択結果に適応するとともに，希望する
進路の実現に向け，自ら課題を設定し
てその解決に取り組む能力

・自分の仕事に対して責任を感じ，最後まで
  やり通そうとする。
・自分の力で課題を解決しようと努力する。

意
思
決
定
能
力

　自らの意志と
責任でよりよい
選択・決定を行
うとともに，そ
の過程での課題
や葛藤に積極的
に取り組み克服
する。

将
来
設
計
能
力

　夢や希望を
持って将来の生
き方や生活を考
え，社会の現実
を踏まえなが
ら，前向きに自
己の将来を設計
する。

職業的（進路）発達を促すために育成すること
が期待される具体的な能力・態度【中学年】

○職業的（進路）発達課題（小～高等学校段階）
　各発達段階において達成しておくべき課題を，進路・職
業の選択能力及び将来の職業人として必要な資質の形成と
いう側面から捉えたもの。

職業的（進路）発達にかかわる諸能力

人
間
関
係
形
成
能
力

　他者の個性を
尊重し，自己の
個性を発揮しな
がら，様々な
人々とコミュニ
ケーションを図
り，協力・共同
してものごとに
取り組む。

情
報
活
用
能
力

　学ぶこと・働
くことの意義や
役割及びその多
様性を理解し，
幅広く情報を活
用して，自己の
進路や生き方の
選択に生かす。

職業的（進路）発達の段階
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※紙面の都合上、１年間に学習する単元の一部を掲載 

 

 

 

 伝えたいことをはっきりさせ
 て書こう

本と友達になろう 調べて発表しよう 材料の選び方を考えよう

  自分では気付かなかったこ
とに着目した友達のよさを認
める。

　叙述（根拠）に基づいて登
場人物の気持ちや人柄を想
像して読む。

　視覚障害の方の点字に寄
せる思いを理解しようとす
る。

　伝える相手についてよく知
り、相手の立場に立って考え
る。

　友達と協力して新聞を作っ
たり、できあがった新聞をお
互いに読み合って相互評価
したりする。

　自分の考えを伝え、友達の
感じ方の違いを知る。

　取材活動などを通して、い
ろいろな人とコミュニケーショ
ンをとる。友達の発表を聞
き、感想を交流する。

　伝え方には相手や内容に
よって工夫があることを知る。

　取材したいことを決める。
情報を収集し、取捨選択す
る。

　図書館の本の探し方を理
解する。

　様々な手段を使って自分
たちのテーマに合った情報
を収集する。

　図書資料を選んだり直接取
材したりして材料を集める。

　新聞記者の仕事について
知る。

　タクシードライバーの松井
さんの人柄について自分な
りの考えを持ち、友達と感想
交流する。

　視覚障害の方や共に支え
合っている人たちがいること
を知る。

　「伝える」ことを職業としてい
る人や「伝える」ことの重要性
を理解する。

　取材の分担を決める。 　松井さんの生き方と照らし
合わせて、「なりたい」自分
の将来像を考える。

　視覚障害の方などの生活
や思いについて考え、自分
たちができることなどについ
て考えを述べ合う。

　「伝える」という役割の重要性
とともに、「伝える」人はその内
容についての責任を持つことを
理解する。

　グループでどんな新聞を作
るか話し合い、計画的に取り
組む。

　「おすすめの本」カード集を
つくるための手順が分かり
計画的に取り組む。

　自分たちが調べたいテー
マについて、調査、まとめ、
発表の手順を明確にして、
計画的に取り組む。

　目的と相手に応じて、必要な
ことを友達と計画的に調べて
集めたり選んだりしている。

　新聞がよりよいものになる
ように記事を選択したり書き
方を工夫したりする。

　物語のおもしろかった部分
を選び、その理由を発表す
る。

　集めた情報を取捨選択し
たり、発表方法を工夫したり
して聞き手の側を意識して
発表する。

　目的や相手に合わせ、集め
た材料を整理して伝える。

　自分の分担に責任を持っ
て、課題を解決しながら新聞
づくりを行う。

　「おすすめの本」カード集を
よりよいものにするために、
友達と話し合い、下書きを直
したりレイアウトや見出しを
工夫したりする。

　調査から発表まで、グルー
プでよく相談し、よりよいもの
を作ろうという気持ちを持っ
て、課題を解決しながら取り
組む。

　グループで協力して課題を解
決しながら取り組むとともに、
作業を振り返りよかったことや
問題点を出し合う。

＊「職業的（進路）発達の段階」と「進路の探索・選択にかかわる基盤形成の時期」の欄は、「職業観・勤労観を育む学習
   プログラムの枠組み（例）児童生徒の職業観・勤労観を育む教育の推進について（調査研究報告書）」（平成14年11月
   国立教育政策研究所）47・48ページより引用

第４学年国語科

キャリア教育ではぐくむ諸能力

　　　「新聞記者になろう」
・話題を選んで取材し、必要
  な事柄を集める。
・下書きを見直して、間違い
  を直したり付け加えたりす
  る。

　　　　「白いぼうし」
・場面や情景を想像させる
  言葉を手掛かりに読む。
・作品のおもしろさを味わ
  い、友達と自分の感じ方
  の違いに気付き、読みを
  深める。
　　　　　「本は友達」
・本の探し方を理解し、いろ
  いろな読み物を読む。

　　「伝え合うということ」
・友達に自分の考えが伝わ
  るように筋道を立てて話
  す。
・話の中心に気を付けて聞
　き、自分の感想をまとめ
  る。
・状況に応じて適切な音量
  や速さで話す。

 「アップとルーズで伝える」
・段落の役割を考えながら読
　む。
・アップとルーズの特徴をまと
　める。
　「４年３組から発信します」
・取材した事柄を相手に応じ
　て分かりやすく書いて伝え
　る。
・必要な事柄を集める。
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(ウ)  仮説を基にした単元計画 

 本単元「伝え合うということ」は、国語の内容としては、教材文を読むこと 

をきっかけに、課題を持って調べ学習を行い、自分の考えが分かるように筋道

を立てて話したり、友達の発表を話の中心に気を付けて聞いて感想を述べたり

することである。しかし、単に与えられた課題に取り組むのではなく、児童に

意欲を持って活動させたいと考えた。 

そこで、キャリア教育ではぐくむ諸能力の視点を取り入れ、自分と対象との

かかわりを重視させるようにした。「情報収集・探索能力」や「コミュニケーシ

ョン能力」に着目し、児童が「このことはぜひみんなに伝えたい」という気持

ちにさせるような調べ学習にすることで、単元を通して児童に自分の問題とい

う意識を持たせることができると考えた。したがって、従来の指導計画を下図

のように修正して指導計画を立てた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ア) 単元名  第４学年 国語 調べて発表しよう 「伝え合うということ」 

(イ) 単元目標 

○取材活動などを通して得た情報を、自分の考えが分かるように筋道を立てて、

相手や目的に応じた適切な言葉遣いで話すことができるようにする。 

○話の中心に気を付けて聞き、自分の感想をまとめることができるようにする。 

 

発表する・振り返る 

キ
ャ
リ
ア
教
育
で
は
ぐ
く
む
諸
能
力
の
視
点
を
入
れ
る 

教材文を読み取る 

調べる課題を持つ 

調べる・まとめる 

発表練習をする 

発表する・振り返る 

教材文を読み取る 

調べる・まとめる 

（取材活動を中心に） 

発表練習をする 

自分の問題意識を持つ 

これまでの伊勢原小の指導計画 今回の指導計画 情報収集・ 

探索能力 

課題解決能力

選択能力 

コミュニケー

ション能力 

 実践した単元名とキャリア教育ではぐくむ諸能力など 

(4)  教科でのキャリア教育の実践 
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(ウ) 単元について 

一部の児童には自分の意見をみんなの前で発表するのが苦手だと思ってしま

い、消極的な姿勢がしばしば見受けられる。そのため、クラスの児童は普段か

ら挙手が少ない傾向にある。 

これまで自分の考えを述べたり意見交換をしたりといった活動は、1学期に主

に電話での会話を例にとって、聞き取りメモの取り方を学習したり、簡単な伝

言ゲームを行ったりした。また、ディベートも数回行っている。その他の活動

では、音読発表会の後に感想交流を行ったことがあるが、そのときの交流方法

はカード交換だった。これまで、大勢の前での発表や感想交流をするなどの機

会は、それほど多いわけではない。そうした実態を踏まえると、自分から主体

的に調べ学習を行い、みんなの前で堂々と発表する経験をさせて自信を付けさ

せたいと考えた。 

本教材で、児童は点字という「文字」に出会う。資料「手と心で読む」を読

んだ後、児童に目を閉じさせ、教科書にある点字ページを指でたどらせてみた

い。ほとんどの児童が、とても認識できるものではないと感じるだろう。この

感覚が点字なしには本を読むことのできない人の存在を思いやることに通じる

のではないかと期待する。このことをきっかけに生まれた児童の興味・関心を

基に、主体的に調べ活動に入り、内容をまとめ、発表し、感想の交流を行って

いく。調べ活動の対象は、視覚障害のある方が利用するもの以外にも目を向け

させたい。 

ここでは、調べる活動が中心になってくるが、本やインターネットで情報収

集をして終わり、ということは避けたい。実物を体験したり、発見したりとい

った実際の取材を大切にしたい。その体験や発見を他グループには発表するま

で話さないことを約束とし、課題追究や発表への意欲を高められるように配慮

した。 

発表する活動では、感想を交流することで伝え合う力を育てていきたい。 

 

(エ) 本単元の評価規準とキャリア教育ではぐくむ諸能力 

 単元目標に迫るための評価規準と、キャリア教育ではぐくむ諸能力の視点か

ら本単元において期待する児童の姿を以下のように示した。 

〔評価規準〕 

関 心 ・ 意

欲 ・ 態 度 

★自分が興味を持った事柄について、進んで調べようとしている。 

★友達の発表を聞き、進んで感想を交流しようとしている。 

話す・聞く ★友達に自分の考えが分かるようにまとめ、筋道を立てて話す。 

★話の中心に気を付けて聞き、自分の感想をまとめる。 

読 む ★自分なりの課題を持つために、教材文を読む。 

言 語 ★状況に応じて適切な声の大きさや速さで話す。 

★相手やその場の状況に応じて丁寧な言葉で話す。 
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〔キャリア教育ではぐくむ諸能力〕 

前掲した通り、伊勢原小学校ではキャリア教育ではぐくむ諸能力として４領 

域８能力を設定した。本単元では、４領域８能力の全ての諸能力を網羅でき

たが、その中でも特に重視する視点を下に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習活動 留意点 ★評価規準（観点） キャリア教育ではぐくむ諸能力

１
・
２
・
３
・
４ 

○教材文「手と心で読

む」の内容を読み取

り、アイマスク体験

と点字体験をする。 

○街の施設を実際に見

に行く。 

○読み取ったことや思

ったこと、点字体験

や街の施設見学等か

ら、もっと調べてみ

たいと思ったことを

まとめる。 

○学習のめあてを明確にす

る。 

★自分なりの課題を持つた

めに、「手と心で読む」を

読む。（読） 

○課題意識を持たせる。 

○身近な点字などの表記を

資料として提示する。 

★自分が興味を持った事柄

について、進んで調べよ

うとしている。（関・意・

態） 

○視覚障害のある方の点字

に寄せる思いを理解しよ

うとする。（自他の理解能

力） 

○視覚障害のある方や共に

支え合っている人たちが

いることを知る。（職業理

解能力） 

 

単元の指導・評価計画（全 16 時間） 

【人間関係形成能力】 

○取材活動などを通して、いろいろな人とコミュニケーションをとる。（コミ

ュニケーション能力） 

○友達の発表を聞き、感想を交流する。（コミュニケーション能力） 

【情報活用能力】 

○様々な手段を使って自分たちのテーマに合った情報を収集する。（情報収

集・探索能力） 

【意思決定能力】 

○集めた情報を取捨選択したり、発表方法を工夫したりして聞き手を意識し

て発表する。（選択能力） 

○調査から発表まで、グループでよく相談し、よりよいものを作ろうという

気持ちを持って、課題を解決しながら取り組む。（課題解決能力） 



 

- 21 - 

 

５
・
６
・
７ 

○自分の課題を決め、

課題ごとのグループ

を作る。 

○「取材秘密カード」

を使って情報を収集

する。 

○グループで課題につ

いて調べる。 

○校外に調べ学習に出かけ

る時は安全に注意する。 

○グループで発見したこと

を他のグループには秘密

にして、発表時に公開す

ることで、調べる意欲に

つなげる。 

○本やインターネットで情

報を収集してもよいこと

を伝える。 

★自分が興味を持った事柄

について、進んで調べよ

うとしている。（関・意・

態） 

★相手やその場の状況に応

じて丁寧な言葉で話す。

（言） 

○様々な手段を使って自分

たちのテーマに合った情

報を収集する。（情報収

集・探索能力） 

○取材活動などを通して、

いろいろな人とコミュニ

ケーションをとる。（コミ

ュニケーション能力） 

○調査から発表まで、グル

ープでよく相談し、より

よいものを作ろうという

気持ちを持って、課題を

解決しながら取り組む。

（課題解決能力） 

８
・
９
・
10 

○グループごとに調べ

たことをまとめる。 

○発表方法を考え、必

要な原稿や資料など

を準備する。 

○一番知らせたいことを絞

らせ、発表のポイントを

明確にする。 

○話し始めと結びを考え、

発表全体を組み立てる。 

★友達に自分の考えが分か

るようにまとめる。（話・

聞） 

○自分たちが調べたいテー

マについて、調査、まと

め、発表の手順を明確に

して、計画的に取り組む。

（計画実行能力） 

11
・
12
・
13 

○グループごとに発表

練習をする（アドバ

イスカードを利用す

る）。 

 

○グループ内で練習し、原

稿を読むときには、ゆっ

くり話す、間をとる、聞

き手の方を向くことを心

掛けるようにする。 

★友達に自分の考えが分か

るように筋道を立てて話

す。（話・聞） 

○集めた情報を取捨選択し

たり、発表方法を工夫し

たりして聞き手を意識し

て発表する。（選択能力）

○友達の発表を聞き、感想

を交流する。（コミュニケ

ーション能力） 
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14
・
15 

○調べたことを発表す

る。 

（次ページに展開例） 

○他のグループの発表

を聞き、「聞き取りメ

モ」と感想を書く。 

○各グループの発表後

に感想を伝える。 

○発表の約束を確認させ

る。 

★状況に応じて適切な声の

大きさや速さで話す。

（言） 

★話の中心に気を付けて聞

き、自分の感想をまとめ

る。（話・聞） 

★友達の発表を聞き、進ん

で感想を交流しようとし

ている。（関・意・態） 

 

○集めた情報を取捨選択し

たり、発表方法を工夫し

たりして聞き手を意識し

て発表する。（選択能力）

○友達の発表を聞き、感想

を交流する。（コミュニケ

ーション能力） 

○視覚障害のある方などの

生活や思いについて考

え、自分たちができるこ

となどについて考えを述

べ合う。（役割把握・認識

能力）  

16 

○感想を交流し合い、

「伝え合うというこ

と」について自分の

考えをまとめる。 

○テーマに立ち返り、「伝え

合う」とはどういうこと

か自分なりの考えを持て

るようにする。 

★「伝え合うということ」

について自分の感想をま

とめる。（話・聞） 

○取材活動などを通して、

いろいろな人とコミュニ

ケーションがとれる。（コ

ミュニケーション能力） 

○友達の発表を聞き、感想

を交流する。（コミュニケ

ーション能力） 

                                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

郵便ポストの点字表示 

（伊勢原市内で児童が撮影） 

  電車のドアが開く位置の表示 

（伊勢原駅のホームで児童が撮影） 

 施設見学から（地域が学びの場） 
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○ 本時の目標 

・調べたことや発見したことを聞き手に分かりやすく、はっきりした言葉遣い

で発表することができる。 

・話の中心に気を付け、発表を注意深く聞き取り、「聞き取りメモ」に「分かっ

たこと」や「良かったところ」などの感想を書くことができる。 

○ 本時の展開 

学習活動 指導上の留意点 ★評価規準（観点）〔評価方法〕 

○キャリア教育ではぐくむ諸能力 

１.発表のめあてを確

認する。 

 

 

 

 

２.各グループの発表

と感想交流 

・発表を聞き、「聞き取

りメモ」に感想など

を書く。 

 

 

 

 

 

 

・分かったことや良か

ったことなどを発表

する。 

 

 

 

３.学習のまとめをし、

次時の予告を聞く。 

 

・発表のめあてだけでな

く、聞く側のめあても

確認する。 

 

 

 

・発表と感想の交流は、

1グループずつ行う。

・グループによってプレ

ゼンテーションの方

法が違うので、発表が

円滑に進むように準

備する。 

・「聞き取りメモ」につ

まずきのある児童に

は、アドバイスをす

る。 

・発表の内容を主に聞き

取るようにするが、発

表方法や話し方など

にも着目させる。 

 

 

 

 

 

 

★状況に応じて適切な声の大きさ

や速さで話す。（言）〔発表の様子〕

★話の中心に気を付けて聞き、自分

の感想をまとめる。（話・聞）〔行

動の様子、メモの記述の確認〕 

○集めた情報を取捨選択したり、発

表方法を工夫したりして聞き手

を意識して発表する。（選択能力）

 

 

★友達の発表を聞き、進んで感想を

交流しようとしている。（関・意・

態） 

○視覚障害のある方などの生活や

思いについて考え、自分たちがで

きることなどについて考えを述

べ合う。（役割把握・認識能力）

 

 

 

調べたことや発見

したことを分かりや

すく発表しよう。 

展開例（単元の 14 時間目） 
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本単元では、点字に限らず、「人にやさしい町」という視点で、自分が調べて

みたいテーマを決め、共通しているところの多い児童がグループを作って一緒

に活動することとした。その結果、大きく五つのグループができた。「日常品の

点字等について」「施設のバリアフリーについて」「私鉄のバリアフリーについ

て」「手話について」「盲導犬について」である。 

 各グループの学習活動の様子は以下のとおりである。 

○日常品の点字等について調べたグループ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１Ａグループ 

 ソースのふたを始め、冷蔵庫や洗濯機などの

電化製品の点字について調べた。文字の表記と

点字の表示が違うことや、数字しか点字表示が

ないことなどに気付いた。最後にクイズを交え

てみんなの関心を引き付けた。 

１Ｂグループ 

 食器洗い機や冷蔵庫などの電化製品

やボンドやシャンプーなどの日用品に

ついても調べた。冷蔵庫の主機能ボタン

三つが数字でしか示されてないことか

ら、点字の便利さとともに不便さについ

ても気付くことができた。中でもユニー

クな調べは、薬のビン底にある点字のよ

うな表示についてであった。点字として

はどうしても読めなかったのでメーカ

ーにメールで問い合わせたところ、点字

ではなく製造機械を表す表示とのこと

だった。また、シャンプーのユニバーサ

ルデザインも発見した。 

１Ｃグループ 

 電化製品の点字について調べた。電気掃除機

や学校に設置してあるコピー機、トイレについ

ても考察した。点字ではないが、数字の中央の

ボタンやよく使うボタンに凸点が打ってあるこ

と、「OFF」のボタンに線状の表示があることに

気付いた。 

 

本単元の学習活動の実際 

発
表
の
様
子 
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○施設のバリアフリーについて調べたグループ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

２Ａグループ 

 学校の中と中央公民館を取材した。学校

の中では昇降口のスロープや、車椅子用ト

イレなどについて調べた。中央公民館では、

広い駐車場や車椅子の設置、トイレの工夫、

エレベーターのボタンなどについて調べ

た。公民館へ行く途中の音声信号機にも気

が付き、発表に取り入れていた。 

２Ｂグループ 

 市立図書館を取材した。館内の点字案内

図や車椅子の設置、点字ブロックやトイレ

の工夫などのハード面と拡大読書機やテル

ミ（手で見る学習絵本）、Ｌ大活字本などの

ソフト面の両面から調べを進めた。機材の

数の少なさなどの問題点について言及する

など、新たな気付きがあった。 

２Ｃグループ 

 主にポストや自動販売機について取材した。ポストの点字表示は、かなり詳しく内容が書

かれていたが、ジュースの自動販売機については、コイン投入口やおつり口にしかなく、ジ

ュースの商品表示はないことがわかった。視覚障害のある方は、経験的にボタンを押すしか

なく、点字表示が不十分であることに気が付いた。 

音読 ソフト
拡大読書機 かくだいどくしょき

〔児童の発表メモより〕 

（説明）これは拡大読書機です。目の

不自由な方が使います。黒い字が見や

すい人と白い字が見やすい人がいるの

で、字の色を選ぶことができます。台

に本をのせると、カメラにうつし出さ

れ、字が大きく見えます。 

（感想）図書館に１台しかありません。

５台ぐらいあるとみんなで使えると思

います。 
テルミ（手で見る学習絵本） 
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○私鉄のバリアフリーについて調べたグループ 

 

 

 

 

 

 児童は、取材に力を入れ、とっておき

の情報を入手することができた。駅に筆

談器があることなどは、直接駅員さんと

コミュニケーションしなければ得られな

い情報である。 

 こうした発表をすることによって、聞

く側も「そうなのか」と、実感を伴った

理解をすることができる。 

 

○手話について調べたグループ 

 

 

 

○盲導犬について調べたグループ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「日常品の点字等について」「施設のバリアフリーについて」「私鉄のバリアフ

リーについて」の各グループは、プレゼンテーションソフトを使って、画像を

示しながら発表した。発表に際しては、発表メモを用意したが、当日はメモを

見ることなく、顔をあげて堂々と発表していた。 

 私鉄のバリアフリーについて取材した。ホームの点字ブロックや電車の連結部の転落防止

装置、両ドアの工夫、多目的トイレ、筆談器、誘導チャイムなど広い範囲にわたっての調べ

学習となった。詳しい知識を持ったメンバーがいたので調べ学習にも深まりがあり、再現シ

ーンなども取り入れて発表した。 

 テレビ番組の主題歌を手話で発表した。手話には、音を表す方法と単語そのものを表す方法

があることを伝えた。最後は、クラス全体で手話を交えてその主題歌を楽しく歌った。 

 盲導犬について調べを進めた。インターネットや本はもちろん、パラリンピックメダリスト

の選手を取材したり、その友人で盲導犬を所有している方ともメールを交換したりして情報を

得た。盲導犬や訓練士の不足について触れるなど、調べ学習にも深まりが出た。中でも特筆す

べきことは、メンバーの一人が選手に同行し、盲導犬の代わりを体験したことである。その体

験により、現状のバリアフリーに問題点があることや盲導犬の貴重さに改めて気付くことがで

きた。 

 発表の方法は、写真を CCD カメラでプロジェクターを通して写したり、模造紙にグラフをか

いたりした。 

また、選手に参観していただき、お話を伺ったり、質疑応答をしていただいたりした。 

筆談器
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本単元の実施に当たっては、キャリア教育ではぐくむ諸能力を意識したこと

により、単元計画の際に、児童が自分の問題という意識を持つように、課題設

定を大切にした。具体的には、アイマスク体験や校外での活動を取り入れたり、

共通課題を「人にやさしい町」というように間口を広げたりした。それによっ

て、教科書で扱った点字から離れて、バリアフリーや手話などについて調べる

児童もいた。問題意識を持って取り組んだことにより、調査した内容も深いも

のとなった。例えばＡ児は次のような取組をした。 

Ａ児  

 パラリンピックの選手に同行して選手の通う大学まで盲導犬の代わりをした。この経験

で盲導犬の仕事の大変さや盲導犬の必要性を実感したと語っていた。取材や発表を終えて、

バリアフリーについての見方や社会の見方が変化してきた。例えば、今までよりも点字ブ

ロックや音声信号などを気に留めて歩くようになったとのことである。「もっと音声信号が

増えればいい」「バリアフリーにもっと工夫の余地はないか」といったことについて考えて

いる。さらに、「点字ブロック上に自転車がはみ出してとめてあると気になる」など、意識

が高まっている。今後、日常の行動や活動にもつながっていくことであろう。 

 

 また、活動内容だけでなく、児童の成長にもつながったＢ児の事例もある。 

Ｂ児 

 Ｂ児は、授業中は、普段ほとんど声を出すことができなかった。出席をとるときも手は

挙げるが声は出せない状態だった。 

 しかし、今回の発表では、役割を平等に割り振られ、自分の発表の場面でもしっかり声

が出ていた。自分の役割を果たし、グループで一生懸命練習を重ねた結果だろう。 

自宅に集まって展示資料を作成していたときも自ら進んで熱心に作業を続けていたとの

ことである。「発表のときに声を出すことができた。」という自信が持てたため、この発表

以来、出席をとるときに「はい。」と返事ができるようになった。 

  

このほか、右のような児童のカードなどから、

様々な気付きがあったことをうかがい知ること

ができる。 

 

 

 

 

 

○点字ブロックには、いろいろな種類が

あることを知らなかったです。点字ブ

ロックがない所が多いので、増やした

方が良いと思いました。 

(5)  検証授業の考察 
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 キャリア教育ではぐくむ諸能力から本単元を見ると、次のように評価すること

ができる。 

コミュニケーション能力 

本単元では、発表において「コミュニケーション能力」の「友だちの発表を

聞き、感想を交流する」という大きなねらいがあった。具体的には、「わかりや

すい発表形式」と「ゆっくり大きな声で前を向いて話すこと」の２点を児童に

気を付けさせた。 

分かりやすい発表形式を考慮した結果、プロジェクターで大きくデジタル画

像を映し出すディスプレイを取り入れたグループが多かった。 

発表は、原則的にメモは読まずに画像を指示棒で示しながら前を向いて話す

ようにした。それは、児童にとって初めての経験だったので緊張感があり、練

習にも熱が入った。発表の際、声の大きさや姿勢について相互評価させたこと

により、友達の良い点に気付いた児童が多く、意識を高めることができた。 

情報収集能力・探索能力 

各グループの取材内容は他のグループには秘密にするというルールの下「発

見秘密カード」を各メンバーに持たせて取材をさせた。取材対象の施設や品物

などはグループによって異なるので、児童はみんなを驚かせるような内容にし

ようと意欲を持って取り組んだ。その結果、児童は教師も知らないような情報

も収集していた。  

選択能力 

グループ分けをする前にクラス全体で体験的な活動を行った。アイマスク体

験や街中の見学、点字体験（打ったり、読んだり）を行い、何について調べを

深めたいのか選択する力が付いた。また、グループで取材した内容を比較検討

し、絞り込むことによって、児童は「選択能力」を身に付けていった。 

課題解決能力 

発表の練習をする段階では、特に「課題解決能力」が必要とされた。どのよ

うな形式で発表するのか決まった後でも、わかりにくい点はないか、スライド

の順番はこれでよいか、など様々な検討がなされた。児童宅に集合して発表の

準備や練習をしたグループもあった。 

このほか、「自他の理解能力」「職業理解能力」「役割把握能力・認識能力」と

いった観点から教材文「手と心で読む」を読み深め、点字や視覚障害のある方

の生活や共に支え合っている人たちのことに意識を向けた。そのことにより、

児童は自分たちの生活と関連させて教材文を深く読みこなし、グループの取材

や調べ学習に対する意欲に結び付いた。 

以上のことから、キャリア教育ではぐくむ諸能力からの様々なアプローチが、

取材や発表に対する児童の意欲をかき立て、本単元で目指す国語科の内容の深

まりにつながったことが児童の具体的な姿から見え、仮説を検証することがで

きた。 
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○成果   

キャリア教育ではぐくむ諸能力の視点を取り入れた実践によって、検証授業

の考察に示したとおり、国語科においてもキャリア教育としても効果が見られ

た。そして、それはキャリア教育の小学校段階で重視される「生き方教育」に

もつながるものである。 

実践した学級の児童は、バリアフリーや点字などに対する見る目が開かれ、

発表後も新たな発見が子どもたちの間で続いている。 

「特急電車にも転落防止装置が付いていたよ。」 

「この前テレビのニュースで手話をやっている人が枠の中にいたよ。」 

「点字ブロックで面白い形のものがあったよ。」 

などいろいろな話題があがった。 

 伊勢原小学校では、11 月に「ふれあいフェスティバル」（総合的な学習の発表

会を兼ねて、クラスごとに企画を見せ合う行事）が行われた。実践した学級の

企画は、「バリアフリー体験ゾーン」になった。今まで総合的な学習の時間でバ

ードウォッチングを主に行っていたので野鳥関連の企画になると予想していた

が、多数の意見によって「バリアフリー体験ゾーン」になった。学級担任とし

ては想定外の出来事であった。 

 このように、児童が実感を伴った理解、生き方に触れる学習ができたことは

大きな成果であり、教科の授業改善を図ることができた。 

 

○課題 

 今後の課題としては、次の３点が挙げられる。 

 一つ目は、キャリア教育ではぐくむ諸能力の視点で系統的に考えることであ

る。２学期に行われた本単元を踏まえて、３学期の「ごんぎつね」の単元では

どう取り組ませるのか、また、他の教科や他の学年とはどのように関連させて

いくのか、実践を積み重ねていく必要がある。 

二つ目は、子どもの心を揺り動かすようなより深い教材研究が必要とされる

ことである。児童が実際に体験したり、話を聞いたりする場を設けることが望

まれる。教師は、コーディネーターとして連絡調整や準備等を適切に行うこと

が必要である。 

 三つ目は、一人ひとりの個性に応じた「個の見取り」である。キャリア教育

ではぐくむ諸能力を各児童の視点から見ることが大切である。個々の長所を伸

ばす、あるいは苦手なことを少しでも克服する、という目標を達成するには、「個 

の見取り」というきめ細やかな指導が必要である。 

 

(6) 伊勢原小学校の研究のまとめ 
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  鎌倉市立大船中学校の学校目標を、“明朗、自主・自立”として、「人とのふ

れあい、自然とのふれあいを大切にし、自ら進んで人・自然と共に生き、共に

学び、喜びを分かち合うことができる生徒の育成」を目指した学校運営を行っ

ている。 

キャリア教育については、これまで特に研究として取り上げてはいないが、

長年職場体験活動を行っており、生徒に自らの生き方を考えさせる実践を続け

ている。 

平成 20 年１月の「答申」の「社会の変化への対応の観点から教科等を横断

して改善すべき事項」にキャリア教育の重要性が記され、その後改訂された新

学習指導要領では、現行の学習指導要領以上にキャリア教育に関する内容が含

まれている。そこで、大船中学校では、職場体験活動を中心に据えたキャリア

教育の指導計画の作成と、キャリア教育の教科等における具体的な実践が必要

であると考えた。 

この共同研究の主任には、総合的な学習の時間の担当主任を当て、他の担当

者３名と、教育課程担当者２名を中心に組織的に取り組むこととした。その後、

研究を進めていく中で道徳担当者や特別活動担当者等も含め、組織を拡大して

取り組むことができ、新学習指導要領に向けた教育課程の見直しにもつながる

研究になった。 

また、国立教育政策研究所の藤田晃之総括研究官を講師に招いて「新学習指

導要領におけるキャリア教育の位置付け」についての講演会を実施し、キャリ

ア教育の重要性を理解することができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 鎌倉市立大船中学校 

(1) 研究の概要 

(2) 研究のテーマと内容 

研究テーマ：「職場体験活動を中心に据えたキャリア教育の推進」 

      ～第２学年職場体験活動前後の指導計画の改善～ 

 

研究の内容：職場体験活動に関する学習にキャリア教育ではぐくむ諸能

力の視点を取り入れ、特別活動や総合的な学習の時間だけ

ではなく、道徳や教科と関連した学習となるよう指導計画

の改善を図る。 
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（ア）研究仮説の設定 

職場体験活動を実施している公立中学校は、国立教育政策研究所生徒指導研

究センターが発行した「平成 20 年度全国キャリア教育・進路担当者等研究協議

会資料Ⅰ」によると、平成 19 年度は 95.8％であり、前年度の 94.1％から 1.7％

増加している現状にある。すなわち、全国の公立中学校の大部分の学校が職場

体験活動を実施している。しかし、全国的に見て職場体験活動が単独の取組に

なりやすいという課題が、国立教育政策研究所主催の平成 20 年度全国キャリア

教育・進路指導担当者等研究協議会で挙がっており、この職場体験活動を中心

に据えたカリキュラムの見直しが求められている。 

 

大船中学校では、職場体験活動で成果を上げていたが、全国的な課題と同様

に、職場体験活動が単独の取組になっていたことと、キャリア教育ではぐくむ

諸能力を意識した取組ではなかったことが課題であった。そこで、 

 

 

 

 

 

 

という仮説を立てて実践研究を進めることとした。具体的には、大船中学校で

は第２学年で実施する職場体験活動前後の取組を改善し、道徳や教科等での授

業実践を行った。 

 

大船中学校の生徒の実態から、自己理解能力や自己表現能力の育成が欠かせ

ないと判断し、キャリア教育ではぐくむ諸能力をセンターが平成 17 年３月に発

行した「キャリア教育推進ハンドブック」に示した５領域 10 能力（本冊子６ペ

ージ参照）によることとした。 

まず、大船中学校の学校教育目標と生徒の実態に応じたキャリア教育目標を 

次のページに掲載する。 

 

職場体験活動に関する学習に、キャリア教育ではぐくむ諸能力の視点

を取り入れることでキャリア教育の充実を図るとともに、教科・特別

活動・道徳・総合的な学習の時間と関連した指導計画の改善を図り、

将来の職業生活を意識させることにより、生徒に今の学習の必要性や

大切さを理解させることができるであろう 

(3) 研究経過 
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１．明朗  ２．自主・自立 

人とのふれあい、自然とのふれあいを大切にし、自ら進んで人・自然と

共に生き、共に学び、喜びを分かち合うことができる生徒の育成 

 

生徒の実態 

◇素直さと明朗さを持った生徒が

多い。 

◇落ち着いた雰囲気で学習に取り

組むことができる。 

◇部活動や学校行事などを積極的

に取り組み、成果を上げている。 

重点課題 

◇主体的に学び、個が生きる学

習指導 

◇ふれあい教育を通した豊かな

心を育てる集団づくり 

◇現地調査や職場体験活動等を

通した自己理解能力の育成 

地域の実態 

◇工場・商店街・住宅地などが混在

する地域であり、公共施設も多

い。 

◇保護者には、本校卒業生が多数お

り、学校に対して協力的である。

 

 

《キャリア教育目標》 

体験的活動や課題解決的学習を通して、学び方や、ものの考え方を身に付け、進んで課題の解決に取

り組む態度を育て、自己の生き方を考えることができるようにするとともに、考えたことを自分の言葉

で表現できる生徒を育てる。 

 

 

 

学

年 

第１学年 

人とふれ合おう 

第２学年 

人と助け合って生きること 

について考えよう 

第３学年 

人と共に生き、共に学び、 

喜びを分かち合おう 

学 

年 

の 

指 

導 

目 

標 

◇自分を伸ばすことの大切

さを知り、自己を理解しよ

うとする態度を養う。 

◇集団の中の一員であるこ

とを自覚し、他者を理解し

ようとする態度を養う。 

◇働くことの意義や目的に

ついて考える。  

◇幅広く自己理解と他者理解を深

める。 

◇自己の特性と職業に対する適性

等について考え、働くことの意

義や自己の役割を考える。 

◇考えたことを自分の言葉で表現

する。 

◇自分の進路を実現するための具

体的な進路計画を検討する。 

◇自己理解と他者理解を深め、互い

を尊重し合う。 

◇主体的に自らの進路を開拓して

いこうとする意欲や態度をはぐ

くみ、自分の考えを他者に自分の

言葉で伝える。 

◇自らにふさわしい職業や学校な

どを選択し、社会人としての生き

方や役割を考える。 

各学年の指導目標 

学校教育目標とキャリア教育目標 

学校教育目標 
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（イ）実践を通しての仮説の検証 

 大船中学校では、今まで単元「職場体験活動」を特別活動や総合的な学習の時

間で実施していたが、本研究では道徳と教科の学習を関連させ、キャリア教育

ではぐくむ諸能力の視点を入れて取り組むこととした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一連の学習を通して、キャリア教育ではぐくむ諸能力の５領域 10 能力の育成

を目指しているが、その中でも特に「自己理解能力」と「職業理解能力」の育

成を目指し、生徒一人ひとりが「職業」や「働く」ことについて教科等を横断

して繰り返し考えることにより、生徒に将来の職業生活とのかかわりを意識さ

せ、今の学習の必要性や大切さを理解させることができると考えた。そこで、

次のように指導計画を作成した。 

 

これまでの大船中学校の「職場体験活動」の流れ 

                 《第２学年》                  

 

                                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回の流れ 

《第２学年》 

 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事前学習 

総
合
的
な
学
習

の
時
間 

特
別
活
動 

キャリア教育ではぐくむ諸能力の視点を入れる 

５領域 10 能力の育成を目指した実践 

１学年 

職場体験活動

当日 

 

事後学習 ３学年 

総
合
的
な
学
習

の
時
間 

総
合
的
な
学
習

の
時
間 

特
別
活
動 

１学年 
事前学習 

職場体験活動 

当日 

 

事後学習 ３学年 

特
別
活
動 

総
合
的
な
学
習

の
時
間 

総
合
的
な
学
習

の
時
間 

総
合
的
な
学
習

の
時
間 

家

庭

特
別
活
動 

道 

徳 （
数
学
）

道 

徳 

 



 

- 34 - 

 

 

 

時 数 内   容 
キャリア教育で 

はぐくむ諸能力 

第１時 

 

職場体験活動ガイダンスⅠ（特活） 

職場体験活動の意義や方法を知り、自分が体験したい職業を考え

始める。 

自己理解能力 

職業理解能力 

第２時 

 

 

身近な人の職業調べ（総合） 

身近な人の職業を調べ、様々な職業やその職業観を知り、「働く」

ことの意味について考える。 

情報収集・活用能力 

職業理解能力 

第３時 職場体験活動希望調査１（総合） 

自分の興味・関心のあるもの、また現在の自分に合っていると思

われる職業を希望する。 

職業理解能力 

選択・決定能力 

第４時 職場体験活動希望調査２：調整（総合） 

自分の興味・関心のあるもの、また現在の自分に合っていると思

われる職業を再度考え、希望する。そして、特定の職業に希望が

多く集まった時は、調整する。 

 

職業理解能力 

選択・決定能力 

 

第５時 

第６時 

職場体験活動ガイダンスⅡ（特活） 

マナー・ルール（体験先訪問依頼でのあいさつ、体験中の態度、

コース別ロールプレイング）の確認をする。 

他者理解能力 

コミュニケーション能力

第７時 依頼文作成（総合） 

お世話になる職場に自分の言葉で体験活動への思いを書き、依頼

文を作成する。 

 

自己理解能力 

 

第８時 

第９時 

 

コース別に職場体験活動先訪問準備（総合）コース別計画書作成

職場体験活動先の情報収集を行い、探究学習のテーマや内容を考

え、職場体験活動中の計画を立てる。 

情報収集・活用能力 

計画実行能力 

第10時

第11時 

 

職場体験活動先訪問（総合）コース別計画書提出 

職場体験活動場所へ行き、体験活動のお願いをし、持ち物等の打

合わせを行う。職場体験活動先の方の話を聞き、自ら勤労の意義

を考える。 

他者理解能力 

コミュニケーション能力

職業理解能力 

第12時

第13時 

 

コース別に職場体験活動事前学習（総合） 

実際に職場体験活動先の人の話を聞き、探究学習のテーマや内容

を考え直す。 

情報収集・活用能力 

計画実行能力 

第14時 

 

 

勤労・社会への奉仕（道徳）「働く」ことについて考えよう 

「職業」に対するいろいろな考えがあることを知り、「働く」こ

とについて考える。 

自己理解能力 

職業理解能力 

第15時

第16時 

職場体験活動ガイダンスⅢ（特活） 

職場体験活動の事前ガイダンスを通して必要な事項を確認する。
役割把握・認識能力 

課題解決能力 

 

 

第２学年で展開する単元「職場体験活動」の指導計画 
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第17時 

～22 時 

☆職場体験活動１日目（総合） 

職場体験活動を実施し、自ら勤労の意義を考える。 
10 能力 

第23時

第24時 

職場体験活動１日目の振り返りと２日目に向けて（総合） 

１日目の活動を振り返り、２日目の計画を立てる。 
職業理解能力 

計画実行能力 

第25時

～30 時 

☆職場体験活動２日目（総合） 

職場体験活動を実施し、自らの勤労の意義を再考（探究）する。
10 能力 

第31時

第32時 

 

職場体験活動２日目の振り返り（総合） 

２日目の活動を振り返るとともに、職場体験活動のまとめ計画を

作成する。 

職業理解能力 

計画実行能力 

第33時 

～42 時 

 

 

消費生活に注目する（家庭） 

職場体験活動の経験を生かし、消費や消費者とは何かを考えると

ともに自分の生活を振り返り、今後消費者の一人としてできるこ

とを実践する。 

自己理解能力 

自己表現能力 

職業理解能力 

課題解決能力 

第43時

～48 時 

 

職場体験活動のまとめと礼状作成（総合） 

職場体験活動を振り返り、「働く」ことの意義を考えるとともに、

体験先への礼状を作成する。 

自己理解能力 

自己表現能力 

課題解決能力 

第49時 

 

個性の伸長・向上心（道徳） 「志を立てる」について考えよう

職場体験活動を通して経験したことを基に、自己の生き方につい

て考える。 

自己理解能力 

役割把握・認識能力 

第50時 

 

 

進路について考えよう（特活） 

職場体験活動を通して経験したことを基に、将来の自己の生き方

を考えると同時に中学校卒業後の進路について考える。 

自己理解能力 

計画実行能力 

第51時 

 

職場体験活動発表会に向けて（特活） 

発表会に向け、グループ毎の役割を確認し学習のまとめをする。

コミュニケーション能力

役割把握・認識能力 

第52時

～55 時 

発表会（総合） 

それぞれが体験を通して学んだことを発表し合い、「働く」こと

や「仕事」について考える。そして、今の自分の「生き方」を見

つめ直し、将来の「生き方」について考える。 

コミュニケーション能力

職業理解能力 

課題解決能力 

【表中の略記】（特活）：特別活動、（総合）：総合的な学習の時間、（道徳）：道徳、 

（家庭）：技術・家庭科家庭分野 

 

上記の表は、第２学年で展開する単元「職場体験活動」の指導計画を紹介し

たものである。前年度までの指導計画と違う点は、33 ページに載せた流れの通

り、特別活動や総合的な学習の時間だけではなく、道徳と教科の学習を関連さ

せた点と、キャリア教育ではぐくむ諸能力の視点を取り入れた点である。 

指導計画の太線で囲んだ道徳と家庭科の授業実践を次に紹介する。 
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（ア）主題名 勤労・社会への奉仕 中学校学習指導要領道徳の内容項目 4(5) 

（イ）主題設定のねらい 

内容項目 4(5)は、「勤労の尊さや意義を理解し、奉仕の精神をもって、

公共の福祉と社会の発展に努める」ことをねらいとしている。中学生の

時期は、将来の職業についてのやりがいや、生活の充実感よりも、楽し

さやあこがれに価値を見いだしがちである。職場体験活動をするに当た

り、「楽しかった」「大変だった」という感想だけではなく、勤労の尊

さや、意義、社会とのかかわりについて、しっかり意識できるような体

験にして欲しい。 

そのために、道徳の授業においてあらかじめ、職業に対するいろいろ

な考え方があることを知り、自分自身の「働く」ということについて、

考えさせたい。 

（ウ）資料名 「私の職業を奪わないで」 

       （道徳資料「きみが いちばん ひかるとき①」） 

（エ）資料について 

    著者は、いつも掃除に来てくれるドイツ人女性職員の負担を減らそう

という親切心から、自分の部屋の掃除をするが、そのことがドイツ人女

性職員をかえって怒らせてしまう。その出来事から著者自身が「欧米」

と「日本」の「職業」に対する考え方の違いを、具体例を挙げて分析し、

「働く」こととはどういうことかを述べている。 

（オ）キャリア教育ではぐくむ諸能力 

        前掲した通り、大船中学校では生徒が将来自立した社会人・職業人と 

   して生きていくために必要な能力や態度、資質として、５領域 10 能力を

設定した。本時の道徳の授業は、その中の２領域２能力の育成を目指し

ている。 

 

(4) 道徳でのキャリア教育の実践 

主題名とキャリア教育ではぐくむ諸能力など 

【自己教育能力】 

○「職業」や「働く」ことについて考えを深め、自己の職業的な能力や 

適性について考える。(自己理解能力) 

【情報活用能力】 

○様々な職業があることを知り、その職業に就いている人の生き方を理解 

する。(職業理解能力) 
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○ 本時のねらい 

「働く」ことの意義について考えを深め、勤労に励もうとする意欲を育てる。 

○ 本時の展開 

過 

程 
学習活動 指導上の留意点 

★評価［評価方法］ 

○キャリア教育ではぐくむ諸能力

 

 

導 

 

入 

 

 

 

 

 

・資料を読み、内容

の確認をする。 

《発問１》 

・ドイツ人の女性職

員は著者が掃除

をしたことを知

って、なぜ怒った

のだと思います

か？ 

 

・職業に対する、いろいろな

考え方があることに注意し

て読ませる。 

・著者が掃除をしたことを怒

り、もう一度掃除をし、著

者が掃除をした以上にピカ

ピカにしていった女性の行

動は、自分の職業に対する

誇りを持っているからこそ

取った行動であることに気

付かせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展 

 

 

開 

 

 

 

 

《発問２》 

・資料から、欧米と

日本との「職業」

に対する考え方

の違いをまとめ

てみよう。 

 

 

 

 

 

・怒らせてしまった背景に

は、考え方の違いがあるこ

とに気付かせる。 

・国によって言葉の持つ意味

が違うように、同じ質問に

対する答え方や、働くとい

うことに対する考え方、働

き方にも違いがあることに

気付かせる。 

 

★欧米と日本との「職業」に対す

る考え方の違いを考えようと

する。［観察、ワークシート］

○様々な職業があることを知り、

その職業に就いている人の生き

方を理解する。(職業理解能力)

 

 

《発問３》 

・あなたにとって、 

「職業」とはどう

いう意味の言葉

ですか？また、 

「働く」というこ

とはどういうこ

とですか？ 

 

・一人ひとりに「職業」や

「働く」とはどういうこと

だと思っているのか、どう

ありたいと思っているのか

を改めて考えさせる。 

 

 

○「職業」や「働く」ことについ

て考えを深め、自己の職業的な

能力や適性について考える。

（自己理解能力） 

★「職業」や「働く」ことの意義

を理解する。［観察、ワークシ

ート］ 

展  開 
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 《発問４》 

・これから職場体験

活動を行うに当

たって、あなたは

どのようなこと

に注意し、どのよ

うな事を学びた

いと思っていま

すか？ 

 

・職場体験活動に当たって、

学びたいことを改めて考え

直し、真剣な態度で臨むこ

とを意識させる。 

・一人ひとりが考えたことを

発表しやすいように配慮す

る。 

 

 

★学びたいことを考え直し、勤労

の尊さを理解する。［観察、ワ

ークシート］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ま

と

め 

・グループで出た意

見をクラス全体

に出し合う。 

 

 

・グループで出た意見の中か

ら幾つかをクラス全体に発

表させ、これからどのよう

な態度で職場体験活動に臨

むのかを考えさせる。 

★他のグループの意見を聞き、自

らの考えを深めている。[観察、

ワークシート] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

商店で働く生徒の様子 
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月 日（ ） ２年 組 名前

【１】 ドイツの女性職員は、著者が親切心で行った掃除に対して、なぜ怒ったのだと思いますか？

【２】 ドイツ語・英語・フランス語（欧米）と、日本語、または、欧米人と日本人の「職業」に

対する考え方の違いを書いてみよう。

ドイツ語・英語・フランス語(欧米)・欧米人 日本語・日本人

考

え

方

【３】 あなたにとって 「職業」とはどういう意味の言葉ですか？また 「働く」と、 、

いうことはどういうことですか？また、どうありたいと思いますか？

「職業」とは・・・？ 「働く」とは・・・？

【４】 これから職場体験活動を行うにあたって、あなたはどのようなことに注意し、どのような事

を学んでこようと思いますか？

《本時のまとめ》

◎授業を振り返って、気が付いたことや思ったことを書こう！

道徳のワークシート 
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 大船中学校の第２学年の技術・家庭科家庭分野では、職場体験学習後の時期に

「消費生活に注目する」という題材を扱うが、昨年度までは生徒に消費者側の

立場からのみ物事を考えさせていた。しかし、今回は指導計画を改善し、キャ

リア教育の視点を取り入れ職場体験活動の体験を基に、生徒に提供者（事業者）

や従事者の立場からも物事を考えさせるよう工夫した。 

 

 

 

関連表は、42・43 ページを参照。 

 

 

 

（ア） 題材名 第２学年 技術・家庭科家庭分野 「消費生活に注目する」 

（イ） 題材目標 

・職業体験をふり返り､提供者（事業者）・従事者・消費者（利用者）の立

場で考えたことを情報交換し共有する。 

 ・自分の消費生活状況をふり返り､身近な情報源や販売方法の特徴（利点と

問題点）から課題を見出す。 

  ・消費者の保護や基本的な権利を知るとともに､消費者としてどうあるべ 

    きかを考え行動する。 

     ・関心のある課題とテーマを設定し､情報を収集・選択・活用してまとめ、

他者に発表・提案する。 

     ・これまでの学びを生かし､消費者の一人としてできることを実践する。 

（ウ） 題材について 

     消費者としての自覚を高め、環境に配慮した主体的な生活を営む能力と 
家族や地域社会の一員として、課題意識をもって生活をよりよくしようと

する態度を育てることをねらいとし、学習する。その達成に向けて、生徒

は家庭生活の自立と消費生活の課題解決のために、実践的・体験的な学習

活動を行う。 
  生徒は、多様な情報があふれる環境の中で生活しているが、家庭や地域  
での実体験は決して多くない。環境問題なども意識することなく、限られ

た消費活動の日々を過ごしているのが現状であるが、職場体験活動では提

供者（事業者）の指導のもとで、従事者として様々なことを感じ、考える

ことができる。 
 

(5) 教科でのキャリア教育の実践Ⅰ 

 題材名とキャリア教育ではぐくむ諸能力など 

 キャリア教育ではぐくむ諸能力と第２学年家庭科題材との関連表 
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（エ） キャリア教育ではぐくむ諸能力  

  技術・家庭科の家庭分野の学習内容は、キャリア教育の視点を網羅し、 

総合的に学ぶことができる教科である。 

平成 20 年１月の中央教育審議会の「答申」の中で、中学校技術・家庭

科家庭分野の「改善の具体的事項」に「衣食住などに関する実践的・体験

的な学習活動、問題解決的な学習を通して、中学生としての自己の生活の

自立を図り、子育てや心の安らぎなどの家庭の機能を理解するとともに、

これからの生活を展望し、課題をもって主体的によりよい生活を工夫でき

る能力と態度の育成を重視する」（ｐ.104）とあり、キャリア教育を推進

する上で、中心となる教科であると考える。 
本題材「消費生活に注目する」も、42・43 ページの「キャリア教育では

ぐくむ諸能力と第２学年家庭科題材との関連表」に示したように、５領

域・10 能力を網羅する展開である。その中でこの題材で特に重視する諸能

力は次のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【自己教育能力】 

○職場体験活動を振り返り、自己の適性に目を向ける。（自己理解能力）

○自分たちの考えを明確にし、創意工夫をして分かりやすく発表する。

（自己表現能力） 

【情報活用能力】 

○職場体験活動での経験を基に事業者の立場を考えることを通して、社

会や職業生活との関連に気付く。（職業理解能力） 

○販売には店舗販売・通信販売等、消費者保護には国民生活センター等、

多くの人が多様な職種にかかわっていることを知る。（職業理解能力）

【意思決定能力】 

○学習を振り返るとともに、10 年・20 年後の自分と家庭・社会の状況を

予想し、どのように生活していくかを理解する。（課題解決能力） 

美
容
室
で
働
く
生
徒
の
様
子 
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 キャリア教育ではぐくむ諸能力と第２学年家庭科題材との関連表 

中学校

現実的探索と暫定的選択の時期

領域 領域説明 能力説明

【自己理解能力】
　自己の適性に目を向けながら、自
己分析と自己理解を通して内的な深
化を図る能力

・自分の良さや個性がわかる
・自己の職業的な能力・個性について考える

【自己表現能力】
　適切な自己表現を通して自己表現
を図る能力

・必要に応じ、獲得した情報に創意工夫を加え、提示、発表、
　発信する
・自分の考えや意見を筋道立ててわかりやすく説明する

【他者理解能力】
　他者の多様な個性を理解し互いに
認め合うことを大切にして行動して
いく能力

・他者の良さや感情を理解し、尊重する
・自分の言動が相手や他者に及ぼす影響がわかる
・自分の悩みを話せる人を持つ

【コミュニケーション能力】
　多様な集団・組織の中で、コミュ
ニケーションや豊かな人間関係を築
きながら、自己の成長を果たしてい
く能力

・他者に配慮しながら、積極的に人間関係を築こうとする
・人間関係の大切さを理解し、コミュニケーションスキルの基
　礎を習得する
・リーダーとフォロアーの立場を理解し、チームを組んで互い
　に支え合いながら仕事をする
・新しい環境や人間関係に適応する

【情報収集・活用能力】
　進路や職業等に関する様々な情報
を収集・探索するとともに、必要な
情報を選択・活用し、自己の進路や
生き方を考えていく能力

・産業・経済等の変化にともなう職業や仕事の変化のあらまし
　を理解する
・上級学校・学科等の種類や特徴及び職業に求められる資格や
　学習歴の概略がわかる
・生き方や進路に関する情報を、様々なメディアを通して調
　査・収集・整理し活用する

【職業理解能力】
　様々な体験等を通して、学校で学
ぶことと社会・職業生活との関連
や、今しなければならないことなど
を理解していく能力

・将来の職業生活との関連の中で、今の学習の必要性や大切
  さを理解する
・体験等を通して、勤労の意義や働く人々の様々な思いがわ
  かる
・係・委員会活動や職場体験等で得たことを、以後の学習や
　選択にいかす

【役割把握・認識能力】
　生活・仕事上の多様な役割や意義
及びその関連等を理解し，自己の果
たすべき役割等についての認識を深
めていく能力

・自分の役割やその進め方、よりよい集団生活のための役割
  分担やその方法等がわかる
・日常生活や学習と将来の生き方との関係を理解する
・様々な職業の社会的役割や意義を理解し、自己の生き方を
  考える

【計画実行能力】
　目標とすべき将来の生き方や進路
を考え、それを実現するための進路
計画を立て、実際に行動等で実行し
ていく能力

・将来の夢や職業を思い描き、自分にふさわしい職業や仕事
  への関心・意欲を高める
・進路計画を立てる意義や方法を理解し、自分の目指すべき
  将来を暫定的に計画する
・将来の進路希望に基づいて当面の目標を立て、その達成に
  向けて努力する

【選択・決定能力】
　様々な場面で主体的に考えた上で
自らにふさわしい選択・決定をし、
その結果を責任を持って受け入れ、
適応・対処できる能力

・自分の個性や興味・関心等に基づいて、よりよい選択をし
  ようとする
・選択の意味や判断・決定の過程、結果には責任がともなう
  ことなどを理解する
・教師や保護者と相談しながら、当面の進路を決定し、その
　結果を受け入れる

【課題解決能力】
　希望する進路の実現に向けて自ら
課題を設定し、問題や葛藤を克服し
ながらその解決に取り組む能力

・学習や進路選択の過程を振り返り、次の選択場面にいかす
・よりよい生活や学習、進路や生き方等を目指して自ら課題
  を見いだしていくことの大切さを理解する
・課題に積極的に取り組み、主体的に解決していこうとする

自
己
教
育
能
力

　自己分析と自己理解に
よって内的な深化を図る
とともに、適切な自己表
現を通して自己を教育
し、成長させていく

・肯定的自己理解と自己有用感の獲得
・興味・関心等に基づく職業観・勤労観の形成
・進路計画の立案と暫定的選択
・生き方や進路に関する現実的探索

意
思
決
定
能
力

　自らの意志と責任でよ
りよい選択・決定を行う
とともに、その過程での
課題や葛藤に積極的に取
り組み克服する

情
報
活
用
能
力

　学ぶこと・働くことの
意義や役割及びその多様
性を理解し、幅広く情報
を活用して、自己の進路
や生き方の選択に生かす

将
来
設
計
能
力

　夢や希望を持って将来
の生き方や生活を考え、
社会の現実を踏まえなが
ら、前向きに自己の将来
を設計する

キャリア（職業的・進路的）発達の段階

○キャリア発達課題（小～高等学校段階）
　各発達段階において達成しておくべき課題を、進路・職業の選択
能力及び将来の職業人として必要な資質の形成という側面からとら
えたもの

キャリア発達にかかわる諸能力

人
間
関
係
能
力

　他者の個性を尊重し、
自己の個性を発揮しなが
ら、様々な人々とコミュ
ニケーションを図り、協
力・共同してものごとに
取り組む

　　　職業的（進路）発達を促すために育成することが
　　　期待される具体的な能力・態度
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※紙面の都合上、１年間に学習する題材の一部を掲載 
 

 

 

食生活を考える 食生活を変える 消費生活に注目する

  自分の食生活を「地産地消」の視
点で見直して、課題を発見する。

  自分の食生活は、様々な地域や国の資
源や人々に支えられていることを理解す
る。

　消費者としての自分の生活について見つめ直す。職
場体験活動を振り返り、自己の適性に目を向ける。自
分ができることについて考え、自分の生活を見つめ直
す。

  自分の考えや意見を根拠を持って
分かりやすく説明する。

  食生活の学習をふり返り、5つのキー
ワードをもとに自分の言葉を追加し「コ
ンセプトマップ」で表現する。

  自分たちの考えを明確にし、創意工夫をして分かり
やすく発表する。

  自分と異なる考えも理解し、互い
に認め合う。

  開発途上国で生活する人々の食事情を
知り、状況の理解を深める。

　他者の考えを聞き、それぞれの考えを理解しようと
する。

  司会、ディベーター、フロアー、
審判などの立場を理解し、チームを
組み、力を合わせて討論を進め、よ
り説得ある結論を導き出す。

  食生活における各自の課題と、その解
決の実践報告をしながら、互いの情報を
共有し、考えを深める。

　相手の立場に配慮しながら、質問や反論ができる。
日常の消費生活状況を短歌で表現した「環境かるた」
を通して、いかに自分たちの生活が環境問題とかか
わっているかを認識し、共有する。

   食生活に関する調査活動や自分
の体験などから収集した情報をいか
し考えをまとめ、意見や主張を分か
りやすく伝える。

   日本や外国の食生活に関する情報を、
新聞・広報誌・テレビ・インターネット
などの様々なメディアを利用して収集
し、選択して活用する。

　消費者問題に関する情報を集め、消費者としての自
己の生き方を見直す。環境や資源を守る「循環型社
会」のための「４Ｒ」の例と特徴に関する情報を収集
し、消費者として優先して実行すべき「Ｒ」は何かを
理解する。

  一尾の鰯を手開きにした後、金子
みすゞの「大漁」の詩を読み、漁師
（人間）の役割について理解する。

  ネパール取材での「少女ランマヤの給
食ものがたり」を読み、家族のために働
く姿から、勤労の意義や働く人々の様々
な思いについて知る。

　職場体験活動での経験を基に提供者（事業者）や従
事者の立場を考えることを通して、社会や職業生活と
の関連に気付く。販売には店舗販売・通信販売等、消
費者保護には国民センター等、多くの人が多様な職種
にかかわっていることを知る。

  ディベートを円滑に進めるための
役割を分担し、自分の立場を認識し
て議論を深める。

   ネパールの少女、ランマヤの日常生活
での役割分担、家族への思い、将来の夢
などを通して、自分の生き方を考える。

　将来、家庭や社会を担う一人として、権利だけでな
く、消費者や提供者としての責任を果たすことの大切
さを認識する。

  自分とは異なる意見も尊重し、新
たな「食」の学びを日常の生活にい
かし実践する。

  地球上の生命が共に生きていくため
に、自分の食生活や消費活動はどのよう
にしていくべきか課題をあげ解決に向け
て計画し、実行する。

　自分にも環境を守る責任があることを自覚し、日常
生活の中で継続して取り組むことができることを実践
する。

  多くの意見を聞いた上で自分なり
の選択をして結論を出す。最終の結
果を受け入れ、多面的なものの見方
や考え方に対応する。

　学習の振り返りをＣ・マップで表す時｢
食べ方・健康・生命・環境・資源｣の言葉
以外の｢知識､気付き､深まり､広がり｣に関
する言葉を吟味・選択し､説明する。

　持続可能な社会にするために、消費者として商品を
選択するときに、いろいろな観点から検討し、総合し
て判断できるようにする。

  論点を明確にして仲間と協力し、
課題に取り組む。

  学習を振り返り、自分で実践できる新
たな課題を見出し、解決に取り組む。

 トラブル事例を通して、問題解決方法について知る。
10年後・20年後の自分と家庭・社会の状況を予想し、
どのように生活していくことが大切かを理解する。

・魚食文化を見直し、鰯を手開き
　にして調理する。
・日本の伝統食に注目し食料・資
　源･かかわる人々･環境などの視
　点で課題を見出し、食生活を
　考える。
・食生活に関わる身近なテーマを
　決め、討論して意見交換をす
　る。

・自分の食生活での問題や課題をあげ、
　解決に向けて自分が実行できることを
　計画し、実践する。
・「世界がもし100人の村だったら③た
　べもの編」から日本と世界の食事情を
　知り、自分にできることを考え、実践
　につなげる。
・学習をふり返り、自己評価し新たな課
　題を見出す。

・自分の消費生活をふり返り、身近な情報源や販売
　方法の特徴から課題を見出す。
・職場体験から事業者・従事者・利用者のそれぞれ
　の立場で考え、学びを共有する。
・消費者の保護や基本的な権利を知り、消費者とし
　てどうあるべきかを考え行動する。
・自分たちの消費活動と環境問題が密接に関わって
　いることを知り、日常生活において、どのように
　「人・もの（資源）・環境」を大切にした消費活
　動ができるかを考え、実践する。

キャリア教育ではぐくむ諸能力

第２学年

＊「キャリア（職業的・進路的）発達の段階」と「現実的探索と暫定的選択の時期」の欄は、「キャリア教育推進ハンド
　ブック」（平成17年3月センター）16・17ページより引用
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※評価の観点  

a:生活や技術への関心・意欲・態度  b:生活を工夫し想像する能力（工夫・創造） 

c:生活の技能                      d:生活や技術についての知識・理解 

時

間 

学習 

内容 
評価規準 

評価の 

観点 
評価 

方法 

キャリア教育で 

はぐくむ諸能力 
a b c d

１ 

 

 

 

 

職 場 体

験 活 動

を 振 り

返る 

（次ペ

ージに

展開例） 

 

・消費や契約につい

て理解し、職場体

験での提供者（事

業者)・従事者・

日常の消費者の

それぞれの立場

で考えることが

できる。 

 

 

 

 

 

○

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業観察

ワークシ

ート 

定期試験

 

消費者としての自分の生活につ

いて見つめ直す。（自己理解能

力） 

職場体験活動を振り返り、自己

の適性に目を向ける。（自己理

解能力） 

職場体験活動での経験を基に提

供者（事業者）や従事者の立場

を考えることを通して、社会や

職業生活との関連に気付く。

（職業理解能力） 

 

２ 

 

 

今、購入

し た い

も の に

注 目 す

る 

・広告やパンフレッ

トを見て、商品の

選択方法につい

て考えようとし

ている。 

○

 

 

 

 

 

 

 

 授業観察

ワークシ

ート 

３ 

 

 

４ 

 

消 費 者

問 題 を

見 い だ

す 

 

 

 

・消費者問題を見い

だし、情報を収集

・選択・活用し、

解決方法を考え

ることができる。

（ｂ） 

・販売方法の特徴や

消費者保護、基本

的な権利につい

て理解している。

（ｄ） 

 ○   

 

 

 

 

○

授業観察

ワークシ

ート 

定期試験

 

 

消費者問題に関する情報を集

め、消費者としての自己の生き

方を見直す。（情報収集・活用

能力） 

販売には店舗販売・通信販売等、

消費者保護には国民生活センタ

ー等、多くの人が多様な職種に

かかわっていることを知る。（職

業理解能力） 

トラブル事例を通して、問題解

決方法について知る。（課題解

決能力） 

将来、家庭や社会を担う一人と

して、権利だけではなく、消費

者や提供者としての責任を果た

すことの大切さを認識する。（役

割把握・認識能力） 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

課 題 解

決 へ の

提 案 を

作 成 す

る 

・収集した情報を選

択してまとめる

ことができる。

（ｃ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○  授業観察

ワークシ

ート 

単元の指導・評価計画（全 10 時間） 
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６ 

 

 

 

・情報を見極め、関

心をもって課題

に取り組もうと

している。（ａ）

○ 相手の立場に配慮しながら、質

問や反論ができる。（コミュニ

ケーション能力） 

 

７ 

 

 

 

 

８ 

 

 

課 題 解

決 へ の

提 案 を

発 表 す

る 

・情報を活用し、ま

とめたことを分

かりやすく表現

することができ

る。（ｃ） 

・消費活動と環境問

題が密接にかか

わっていること

を理解している。

（ｄ） 

  ○  

 

 

 

 

○

授業観察

ワークシ

ート 

定期試験

 

自分たちの考えを明確にし、創

意工夫をして分かりやすく発表

する。（自己表現能力） 

他者の考えを聞き、それぞれの

考えを理解しようとする。（他

者理解能力）  

環境や資源を守る「循環型社会」

のための「４Ｒ」の例と特徴に

関する情報を収集し、消費者と

して優先して実行すべき「Ｒ」

は何かを考える。（情報収集・

活用能力） 

９ 

 

 

自 分 が

で き る

こ と を

考 え る 

・収集した様々な情

報を活用し、これ

からの消費活動

や表現活動にい

かそうとしてい

る。 

○    ワークシ

ート 

 

自分ができることについて考

え、自分の生活を見つめ直す。

（自己理解能力） 

持続可能な社会にするために、

消費者として商品を選択すると

きに、いろいろな観点から検討

し、総合して判断できるように

する。（選択・決定能力） 

自分にも環境を守る責任がある

ことを自覚し、日常生活の中で

継続して取り組むことができる

ことを実践する。（計画実行能

力） 

日常の消費生活状況を短歌で表

現した「環境かるた」を通して、

いかに自分たちの生活が環境問

題とかかわっているかを認識

し、共有する。（コミュニケーシ

ョン能力） 

10 年・20 年後の自分と家庭・社

会の状況を予想し、どのように

生活していくことが大切かを理

解する。（課題解決能力） 

10 

 

 

「 環 境

かるた」

を 通 し

て、将来

の 生 活

の 仕 方

に つ い

て 考 え

る 

・持続可能な社会に

するために、消費

者問題や情報を

見極め、環境を考

えた消費活動を

しようとしてい

る。 

○    授業観察

ワークシ

ート 

 

【表中の略記】評価規準の（ ）内の a,b,c,d は、評価の観点を示している。 
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（ア）本時の目標 

   消費・消費者や契約について理解し、職場体験活動の経験をいかし、様々

な立場から考えることができる。 

（イ）本時の展開 

過 

程 
学習活動 指導上の留意点 

★評価規準（観点）[評価方法]

○キャリア教育ではぐくむ

諸能力 

導

入 

・学習目標や学習内容、

学習の進め方、観点別

評価などを確認する｡ 

・10時間扱いの学習活動の

概要を把握させ、授業予

定の月日を確認し、見通

しをもたせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

展 

 

 

 

 

開 

 

 

・消費・消費者とは何か

を考え、ワークシート

に記入する。 

・契約とは何かを考え、

記入したことを述べ 

る。 

 

 

・神奈川県の県民部消費

生活課発行の「かしこ

い消費者」を読み、消

費･契約の意味を確認

する。 

・提供者、従事者、消費

者の立場で考え、ワー

クシートに自分の考

えを記入する。 

 

 

 

 

・４人グループで一人 

ひとりの考えを発表

し合う。 

・生徒のつぶやきや小さな

声も取り上げ、発言しや

すい雰囲気を作る。 

・職場体験活動も、事業所

と中学校、事業者と中学

生との間でとり交わされ

た契約であることを認識

させる。 

・サービス業には接客だけ

でなく、人のために力を

尽くす仕事も含むことを

理解させる。 

・自分の職場体験先と該当

する職種を記入し、受け

入れ先の提供者の思い、

そこで働いた従事者であ

る自分、日常の利用者や

消費者としての自分、そ

れぞれの立場になっての

考えをワークシートに記

入させる。 

・４人グループにして、そ

れぞれの考えを発言しや

すいように配慮する。 

★消費・消費者や契約につい

 て、考えている。（工夫・創

造）[観察､ワークシート] 

○消費者としての自分の生活

について見つめ直す。（自己

理解能力） 

 

 

★職場体験活動の経験をいか

し、様々な立場から考えてい

る。（工夫・創造）[観察､

ワークシート] 

○職場体験活動を振り返り、自

己の適性に目を向ける。（自

己教育能力） 

○職場体験活動での経験を基

に提供者（事業者）や従事者

の立場を考えることを通し

て、社会や職業生活との関連

に気付く。（職業理解能力）

 

展開例（単元の１時間目） 
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ま

と

め 

 

・グループで情報交換 

して気付いたことや

疑問などをワークシ

ートにまとめ､学級全

体に発表し共有する。 

・発表後に質疑応答や意見

交換などの時間を確保し

理解や気付きを深めるよ

うにする｡ 

 

★消費・消費者や契約について

理解し、日常生活にいかそう

としている。（工夫・創造）

[ワークシート] 

 

 

 

２年  組  番 氏名          

★あらためて考えてみよう! 

・消費・消費者って何だろう？ 

・契約って何だろう？ 

 

★職場体験を終えて：それぞれの立場になって考えてみよう。 

あなたの職場体験先【    】は【サービス・販売・生産・その他    】 

提供者として考えること 従事者として考えること
消費者・利用者として 

考えること 

   

情報交換しての気付きや疑問など 

家庭科のワークシート 



 

- 48 - 

 

 

 

 単元「職場体験活動」では、キャリア教育ではぐくむ諸能力の視点を取り入れ、 

特別活動や総合的な学習の時間だけではなく、道徳と教科（技術・家庭科家庭

分野）と関連付けた指導計画を作成し、生徒一人ひとりに「職業」や「働く」

ことについて教科等を横断して繰り返し考えさせたことにより、生徒は「職業」

や「働く」ことを自分自身の問題ととらえ、勤労観や職業観を育てることがで

きた。 

 

 

 

職場体験活動前に、「なぜ、働くのか？」という質問を 30 人の生徒にしたと

ころ次のような結果であった。 

 

 

 

 

 

「なぜ、働くのか？」という質問に対して、この時点ではクラスの約３分の

２の生徒が「お金のため」「生活のため」と答えており、「職業」や「働く」こ

とを表面的、一面的にとらえていることがうかがえた。そこで、道徳の授業を

通して、「職業」や「働く」ことについて考えさせたが、まだ生徒は「職業」や

「働く」ことと自分自身との関係についてまで考えるにはいたっておらず、生

徒の変化を見取ることはできなかった。しかし、道徳の授業で考えた「職業」

や「働く」ことについて、その後の職場体験活動や一連の学習を通して、生徒

の考えは大きく変化した。 

 

 

 

職場体験活動を通して、生徒は次のような感想を持った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(6)  検証授業の考察Ⅰ 

・「お金のため」、「生活のため」に働く → 19 人（約 63％） 

・「人を助けるため」         → ５人（約 17％） 

・「生きがい」            →  ３人（10％） 

・「その他」             → ３人（10％） 

職場体験活動前 

職場体験活動 

 ２日間を振り返ると、本当にいろいろな作業があって、これらが全部頭の中に入っ

ているのがまずすごいと思った。また、現在の農業のほんの一部にすぎない所しか見

ていないのに、いろいろと問題があり、継ぐ人の問題は特に深刻そうだった。 

 けれど、「毎日野菜が育っていくことや収穫の嬉しさ、販売するときに消費者の声が

聞けるんだ」と楽しげに話す農業従事者の方の顔や育った野菜を誇らしげにお土産と

して差し出してくれた奥さんの顔が印象に残っていて、農業に少し心動かされた。も

ちろん大変さがあるから、嬉しさも増えるのだろうとぼくは思った。 

Ａさん 
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Ａさんは農家で体験活動を行い、二日間 

の体験期間中に農家の喜びや抱えている問 

題について考えるようになった。また、Ｂ 

さんは保育園で体験学習を行い、保育園の 

先生が身に付けておくとよい力について気 

付き、「働く」ことについて考えを深めて 

いる。 

 この二人以外の生徒も、体験活動を通し 

て今まで考えたことのない立場から物事を 

考えるようになっている。 

 

 

 

職場体験活動後に、前回と同じ「なぜ、働くのか？」という質問を同じクラ

スの生徒にしたところ、結果は次のような結果であった。 

 

 

 

 

 

 体験活動後の結果を見るとクラスの約 77％が「その他」となっており、体験

活動前とは大きく変化している。その他の意見としては、「お金をもらうだけで

はなく、人の役に立つため」「体験先の方が、自分の仕事に誇りを持って働いて

いた。働くためには、誇りが必要である」等、「働く」ことに対して一人ひとり

が安易に答えを出すのではなく、質問に対し真剣に考えている様子を見取るこ

とができ、生徒一人ひとりの職業観・勤労観が育成されていることが分かった。 

家庭科の授業では、職場体験活動後のこの時期に「消費生活に注目する」の

題材を学習するので、職場体験活動と関連させて授業を行うことにより、生徒

は消費者の立場だけではなく、事業者（提供者）や従事者の立場で物事を考え

ることができると考え実践したが、私たちが考えていた以上に生徒はそれぞれ

の立場で物事を考えることができていた。次に生徒のワークシートを紹介する。 

・「その他」              → 23 人（約 77％） 

・「大変でつらいがやりがいがある」   → ４人（約 13％） 

・「生きがい」             →  ３人（10％） 

・「お金のため」、「生活のため」に働く  →  ０人（０％）  

職場体験活動後 

 かわいい園児たちに囲まれて、とても楽しく過ごすことができた２日間でした。先

生の仕事は大変な事が多く、「こんな大変な仕事を毎日・・・」と思うと、保育園の先

生は思いやる心、冷静な分析力、そして体力が必要だということが分かりました。自

分の子どもでない子どもを楽しく、よい子に、安全に世話することの大変さを感じる

ことができ、「働く」ことについて考えさせられました。 

Ｂさん 

農家で働く生徒の様子 
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提供者、従業者、利用者にそれぞれ責任が

あって不正はいけない。自分達は、日々たく

さんの提供者に支えられていて、その人々に

感謝しないといけないと分かった。そして、

自分で判断する力が必要だ。 

消費者として利用していたときに

は気が付かない商品の並べ方等に

は、お店の工夫がある。それぞれの

お店でいろいろ工夫していることが

分かった。 

消費者は、提供者や従事者のことを信じるしかないのだと分かったとき、提供者や従

事者の努力がとても大切であり、支え合って生きていく上で重要なことだと気付いた。

働くことは社会に貢献する大切なことだと思った。 

Ｅさん

Ｆさん 

Ｄさん 

働くことはとても大切な事

である。でも、失敗は許されな

い。だからこそ働くことはやり

がいがあり、サービスを受ける

人が良い気持ちで利用するこ

とができる。どの事業者でもそ

の仕事にやりがいを持って働

いている。そして、利用する人

の気持ちを考えながら一つ一

つの作業を丁寧に、速くこなし

ていく。それが、働くというこ

とだと思った。安全に配慮し

て、利用者に安心して利用して

もらうことが大切だというこ

とが分かった。 

Ｃさん

生徒のワークシート 
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 生徒がワークシートに書いた記述を読むと、職場体験活動の経験がこの学習 

に大きく役立っていることが分かる。例えば、Ｃさんの「どの事業者でもその 

仕事にやりがいを持って働いている。そして、利用する人の気持ちを考えなが 

ら一つ一つの作業を丁寧に、速くこなしていく」という記述やＤさんの「消費 

者として利用していたときには気が付かない商品の並べ方等」という記述など 

は職場体験活動を通して生徒自身がお世話になった事業所の方々から学んだ点 

であり、これらの記述は実際に経験しないと出てこないものである。また、Ｅ 

さんの「日々沢山の提供者に支えられていて、その人々に感謝しないといけな 

い。」という記述は、物を提供する側の大変さを経験したからこそ出た意見であ 

り、職場体験活動の経験が家庭科の学びを深化・補充していることが理解でき 

る。 

その他、Ｆさんの「働くことは社会に 

貢献する大切なことだと思った」という 

記述にみられるように、働くことと社会 

や職業生活との関連に気付いた生徒が多 

くいた。 

 

 

 

 

 

 

 

次にキャリア教育ではぐくむ諸能力の視点から本単元を見ると、５領域 10 能 

力のすべてを育成することが可能であるが、その中でも特に「職業理解能力」

と「自己理解能力」の育成を目指し、指導計画を作成した。その能力に関して

は、次のように評価することができる。 

 

職業理解能力 

 職場体験活動前に「なぜ、働くのか？」と生徒に質問したところ、「職業」や 

「働く」ことについて真剣に考えている生徒は少なく、１クラスの約３分の２

もの生徒が「お金のため」、「生活のため」に働くと答えており、深く考えずに

答えを出す生徒が多かった。 

ところが、指導計画に従い学習を進めるうちに、生徒たちの考えは変化し、

一人ひとりが「職業」や「働く」ことを真剣に考えるようになり、勤労の意義

や働く人々の様々な思いが分かった。 

 

食
品
を
袋
詰
め
し
て
い
る
生
徒
の
様
子 
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自己理解能力 

 自己の職業的な能力や適性を考え、今回は職場体験活動場所を生徒自身に選ば

せている。例えば、 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 一連の学習を通し、上記のような生徒の姿を見取ることができた。このように

自己の職業的な能力や適性を考えさせ、そこから体験場所を選ばせたことによ

り、生徒は積極的に職場体験活動に参加し、自らの職業的な能力や適性につい

て経験を通して学ぶことができたといえる。 

 その他の能力についても、本単元「職場体験活動」を通して、単元学習前に

比べ育成されている。例えば、「役割把握・認識能力」は、先に紹介したＢさん

の感想から分かるとおり、それぞれの仕事の役割や意義を把握し始めた生徒が

多数いる。また、「他者理解能力」は、生徒が書いた家庭科のワークシートを見

ると分かるとおり、提供者や従事者の立場からも物事を考えられるようになっ

ており、本単元を学習する前にはできなかったことである。 

キャリア教育ではぐくむ諸能力の視点を取り入れ、教科・特別活動・道徳・

総合的な学習の時間と関連した指導計画にしたことにより、上記以外の能力も

育成されており、生徒一人ひとりの勤労観や職業観を育てることができた。 

男子生徒のＧさんは、進んで部品工場を選

んだ。Ｇさんは、日ごろの学校生活では、お

となしく消極的な生徒であったが、この体験

活動の最中は工場の人に自ら進んで質問を

し、積極的にメモを取っていた。体験活動後

は、まとめ学習において、部品工場グループ

のリーダーを務め、積極的に行動するように

なっている。 

 女子生徒のＨさんは、自己の職業的な能力

や適性を考え、園芸場を選んだ。園芸場を選

んだ生徒は一人であったが、それを気にせ

ず、二日間とも与えられた仕事を立派にこな

すことができた。教師が体験活動の様子を見

に行った時には、二日間共生き生きと働いて

いた。 

園芸場で働く生徒の様子 

部品工場で働く生徒の様子 
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  職場体験活動の事前学習の期間中に、数学科でもキャリア教育の実践を行う

ことにした。単元「職場体験活動」に関連した教科等以外で授業実践をしたの

は、キャリア教育ではぐくむ諸能力の視点を取り入れることにより、教科のね

らいを達成させるための授業改善につながり、生徒が今の学習の必要性や大切

さを理解することができると考えたためである。 

 

 

 

（ア）単元名  第２学年 数学 「１次関数」 

（イ）単元目標 

具体的な事象の中から二つの数量を取り出し、それらの変化や対応を調 

べることを通して、１次関数について理解するとともに、関数関係を見い 

だし、表現し考察する能力を養う。 

（ウ）単元について 

この単元では二つの伴って変わる数量の関係について学習する。そこで、

生徒には二つの伴って変わる数量について、表やグラフ等を使って一次関数

の特徴を考察する力を付けさせたい。   

本校は、明るく陽気で自分で努力して問題を解こうとする意欲がある生徒

が多い。グラフの特徴や数量の関係などに気付いてはいるが、気付いたこと

を自分の言葉で表したり、問題の解き方や解く時の考え方等を説明したりす

ることは苦手である。 

自らの考えを進んで発表することが苦手である理由は、自らの考えに自信

が持てないからである。そこで、特にこの１次関数の単元では、自らの考え

を表現しやすいように、生徒たちが考えたことを図や表、グラフ、式等で表

すことができるように支援する。 

（エ）キャリア教育ではぐくみたい諸能力 

      本単元で特に重視する諸能力は次のとおりである。 

(7) 教科でのキャリア教育の実践Ⅱ 

単元名とキャリア教育ではぐくみたい諸能力など 

【自己教育能力】 

○自分の考えを言葉・式・グラフ・式などで表すことにより、自分の考えを

進んで発表する。（自己表現能力） 

【情報活用能力】 

○世の中（社会）で使われている１次関数について情報収集することによ

り、社会・職業生活との関連に気付く。（職業理解能力） 

【意思決定能力】 

○問題内容を把握し、筋道を立てて物事を考え解決しようとする。（課題解

決能力） 
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※評価の観点 a:数学への関心・意欲・態度 b:数学的な見方や考え方  

c:数学的な表現・処理    d:数量、図形などについての知識・理解 

時

間 
小単元 評価規準 

評価の観点
評価方法

キャリア教育で 

はぐくむ諸能力 
a b c ｄ

１ 

 

 

 

 

２ 

 

 

３ 

 

 

１次関数 

 

 

 

 

 

 

 

 

・二つの数量の関係を表、

式、グラフで表すことを

通して、関数関係に関心

を持ち、それらを調べよ

うとする。（ａ） 

・「ｙはｘの１次関数であ

る」ことの意味を理解し

ている。（ｄ） 

・世の中（社会）で使われ

ている１次関数に関心を

持ち、情報を収集しよう

とする。（ａ） 

・ｙの増加量を求めること

ができる。表を活用し、

変化の割合を求めること

ができる。（ｃ） 

○

○ ○

○

授 業 観 察

ノート 

定 期 試 験

 

 

 

 

 

 

ダイヤグラムの

他に、世の中（社

会）で使われてい

る１次関数につ

いて、情報を収集

する。（情報収集

・活用能力） 

世の中（社会）で使

われている１次関

数について情報収

集することにより、

社会・職業生活との

関連に気付く。（職

業理解能力） 

４ 

 

 

５ 

 

 

 

６ 

 

 

 

７ 

 

 

８ 

 

１次関数

のグラフ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・式から表を作って、１次

関数のグラフの様子を調

べることができる。(ｃ)

・変化の割合と１次関数の

グラフの傾きとの関係

を考察することができ

る。（ｂ） 

・１次関数のグラフと比例

のグラフとの関係を考

察することができる。

（ｂ） 

・１次関数の傾きや切片と

グラフとの関係を理解

している。(ｄ) 

・変域が限られている１次

関数のグラフを書くこ

とができる。（ｃ） 

○

○

○

○

○

授 業 観 察

ノート 

小 テ ス ト

定 期 試 験

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分の考えを言葉

・式・グラフ・表な

どで表すことによ

り、自分の考えを進

ん で 発 表 す

る。（自己表現能

力） 

問題内容を把握

し、筋道を立てて物

事を考え解決しよ

うとする。（課題解

決能力） 

 

単元の指導・評価計画（全 17 時間） 
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９ 

 

 

10 

 

 

直線の式

の求め方 

 

 

 

 

・直線の式を求めることに

関心を持ち、調べようと

している。（ａ） 

・２点の座標が分かると、

１次関数のグラフを書

くことができることを

理解している。（ｄ） 

○

○

授 業 観 察

ワークシー

ト 

小 テ ス ト

定 期 試 験

 

自分の考えを言葉

・式・グラフ・表な

どで表すことによ

り、自分の考えを進

ん で 発 表 す

る。（自己表現能

力） 

11 

 

 

 

 

12 

13 

 

 

１次関数

の利用 

（次ペー

ジに展開

例） 

確認問題 

 

 

 

・１次関数が日常の事象に

深くかかわっていること

に気付き、問題の解決に

生 か す こ と が で き

る。（ｂ） 

・１次関数の表、式、グラ

フなどを用いて、具体的

な事象を表現したり、処

理したりすることができ

る。（ａ）（ｃ） 

○

○

○

授 業 観 察

ワークシー

ト 

定 期 試 験

 

 

 

 

 

携帯電話の料金表

から、自分に合った

料金プランがどれ

かを考える。（課題

解決能力） 

自分の考えを言葉

・式・グラフ・表な

どで表すことによ

り、自分の考えを進

ん で 発 表 す

る。（自己表現能

力） 

他者の多様な考え

を理解しようする。

（他者理解能力）

問題内容を把握

し、筋道を立てて物

事を考え解決しよ

うとする。（課題解

決能力） 

14 

 

15 

16 

 

 

方程式と

１次関数 

 

 

 

 

・１次関数と２元１次方程

式の関係を理解してい

る。（ｄ） 

・連立方程式をグラフを用

いて解いたり、２直線の

交点の座標を計算で求

めたりすることができ

る。（ｃ） 

○

○ 授 業 観 察

ノート 

小 テ ス ト

定 期 試 験

 

 

17 

 

 

単元のま

とめ（発

展問題） 

・問題に応じて、適切な解

決の方法を考えること

ができる。（ｃ） 

○ 授業観察 

定期試験 

【表中の略記】評価規準の（ ）内の a,b,c,d は、評価の観点を示している。 
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 ○本時の目標 

身のまわりの事象の中にある問題を、１次関数を使って解決することが

できる。 

○本時の展開 

過

程 
学習活動 指導上の留意点 

★評価規準（観点）［評価方法］

○キャリア教育ではぐくむ諸能力

 

 

 

導 

 

入 

 

 

 

 

・携帯電話の料金は、

基本使用料と通話料

によって違うことを

知る。 

 

・一人ひとりに適した

携帯電話の料金プラ

ンを選ぶには、どう

したらよいのかを考

える。 

・基本使用料や通話料に

ついて、補足説明する。

・携帯帯電話の料金表を

提示する。(ワークシー

ト１参照） 

・携帯電話の料金表から、

通話時間と料金の関係

に着目し、利用状況に合

った会社を選ぶにはど

うしたらよいかを考え

させる。 

 

 

 

 

 

○携帯電話の料金表から、自分に

合った料金プランがどれかを考

える。（課題解決能力） 

 

 

 

 

 

展 

 

開 

 

 

 

・料金表を比較し、通

話時間に応じた適切

な料金プランを考え

る。 

 

 

 

・比較した結果をグル

ープ内で発表する。 

・自らの考えを発表 

し、他者の発表を聞

き、どのように考え

たのかを理解する。 

・料金表から読み取った

ものを適切な方法で表

現させる。 

・携帯電話を使用する人

の状況によって、どのプ

ランが最も料金が安く

なるのかを考えさせる。

・他者が作成した式・グ

ラフ・表などから、それ

ぞれの表し方の意図や

良さを考えさせる。 

★１次関数が日常の事象に深くか

かわっていることに気付き、問

題解決に生かすことができる。

（見方・考え方）[観察、ワーク

シート] 

 

 

○自分の考えを言葉・式・グラフ

・表などで表すことにより、自

分の考えを進んで発表する。

（自己表現能力） 

○他者の多様な考えを理解する。

（他者理解能力） 

 

ま

と

め 

・通話時間に応じた適

切な料金プランを確

認する。 

 

 

・自ら考えた料金プラン

が適切であったかを確

認させ、今後選ぶとき

には何が重要であるか

を認識させる。 

 

 展開例（単元の 11 時間目） 
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数学科のワークシート１ 

数学科のワークシート２ 
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「職場体験活動」に関連した教科等以外においても、キャリア教育ではぐく

む諸能力の視点を取り入れることにより、生徒が今の学習の必要性や大切さを

理解することができると考え、授業実践を行った。 

授業後の生徒の感想を次に紹介する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上の感想は、生徒が書いた感想の一部である。生徒の感想を読んだとき、一人

ひとりが多くのことを感じていたことに大変驚いた。今回の授業実践を通して

数学を身近に感じ、今の学習の必要性や大切さを実感した生徒が多く、数学へ

の関心・意欲が高まった。 

日ごろの生徒の実態から、「自己表現能力」を育成したいと考えていたので、 

教材と学習形態を工夫した。教材に関しては、生徒の関心が高い携帯電話を用

いたため、生徒たちは自分の問題として積極的に考え、自分の考えを小グルー

プ内で発表し合っていた。小グループにしたのは、クラス全員の中で自分の考

えを発表する方法に比べ、自分の考えを表現しやすく、小グループでの発表を

通して自己表現することに自信が持てると考えたからである。そのねらいどお

り、生徒は積極的に自分の考えを他者に発表することができ、他の人の考えを

聞くことができていた。 

・日常の中にも、関数がどう使われているのか分かった。数学は大切だと思った。 

・身近な所にも、関数の使い道があることが分かった。 

・いろいろ身近なものに１次関数を利用できることを知って、とても面白かった。 

・物を選ぶときには、目先のことばかり考えず、長い目で見ることも必要だと思った。

・一次関数を利用して面白いことができた。 

・みんなが同じ料金に設定せず、違う料金にすることで、見方や考えが変わり、新た

な方法を取り入れることのできる良い学習方法だと思いました。楽しかったです。 

・他の人の意見が分かり、自分の意見が正しいかどうかを知ることができて良いと思

う。発表するのはあまり得意ではないけれど、少しずつ発表できるようにしていき

たいので、このような授業を続けて欲しい。 

・自分だけの意見ではそれしか知識がないが、人の意見を聞くことで自分にはなかっ

た意見が出てきて面白かった。そして、次に話し合うときには、今と違うような考

えで意見が出せると思う。人に意見を聞いてもらえることで、自分の考えの整理も

できる。そして、人の意見によって、どのようなところが良い点でどのようなとこ

ろが悪い点かも分かりました。 

・一人ひとりが自分なりに説明できて、聞きやすかったし、メモが取りやすかった。

数学的に考えた人やいろいろだったので面白かった。 

生徒の感想 

(8)  検証授業の考察Ⅱ 
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○成果 

  職場体験活動を中心に据え、キャリア教育ではぐくむ諸能力の視点を取り

入れ、教科等と関連付けた指導計画を作成したことにより、職場体験活動が

単独の活動ではなく、職場体験学習で経験したことがその後の教科学習にお

いても効果を上げていることが分かった。それは、将来の職業生活との関連

の中で、今の学習の必要性や大切さを理解する態度を育成することにつなが

り、生徒の学びが深化したからである。 

職場体験活動前には、「なぜ、働くのか？」という質問にクラスの約３分の

２の生徒が「お金のため」や「生活のため」と答えていたが、職場体験活動や

その後の学習を通して、生徒は「職業」や「働く」ことについて一人ひとりが

真剣に考え、「お金のため」や「生活のため」だけではない、働く意義につい

て考えるようになった。これは、教科等を横断して繰り返し「職業」や「働く」

ことについて考えさせたことにより、得られた成果である。 

また、職場体験活動後に家庭科の授業と関連させたことにより、職場体験活

動を通して学んだことが家庭科の授業で生かされ、生徒は消費者（利用者）の

視点だけではなく、提供者（事業者）や従事者の立場からも物事を考えること

ができ、違う立場の人のことも考えられるようになった。これら一連の学習を

通し、キャリア教育が目指す「生徒一人ひとりの勤労観や職業観を育てる」こ

とができた。 

その他、数学科での実践においては、数学を身近に感じ、今の学習の必要性

や大切さを実感できた生徒が多く、数学への学習意欲が高まった。また、今回

の研究を通して道徳・教科・特別活動・総合的な学習の時間の担当教員が情報

交換を行う機会が増え、それぞれの学習内容を確認し合えた点も成果であった。 

 

○課題 

  今後の課題としては、次の３点が挙げられる。 

  一つ目は、教科の実践を増やすことである。今回は、家庭科と数学科で実

践を行ったが、キャリア教育の視点を入れた授業が効果的であることが検証

できたので、今後、他の教科で実践を積み重ねていく必要がある。 

二つ目は、２年生の職場体験活動を中心に据えた取組であったので、１年

生・３年生の具体的な実践までには至らなかった。そのため、今後は生徒のキ

ャリア発達を考慮した１年生から３年生までの系統だった取組にすることが

大変重要である。 

  三つ目は、キャリア教育の小・中・高校の連携に関しては、研究を深める

ことができなかった。今後は、近隣の学校と校種間を超えて情報交換する機

会をつくり、徐々に小・中・高校の連携を図ることに取り組んでいきたい。 

 

(9) 大船中学校の研究のまとめ 
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（ア）授業改善を図ることができる 

  共同研究指定校２校（伊勢原市立伊勢原小学校・鎌倉市立大船中学校）と

センターが共同でキャリア教育の研究を行ったが、両校に共通していた点は

これまでにキャリア教育を特に研究として取り上げていなかった点である。 

  まずは、それぞれの学校の教職員とセンターの所員が、「キャリア教育とは

何か？」、「どう推進したらよいのか？」について一緒に考え、次に児童・生

徒の実態から判断し、キャリア教育を通して児童・生徒に身に付けさせたい

諸能力を設定した。伊勢原小学校は４領域８能力（本冊子ｐ.16 参照）を、大

船中学校は５領域 10 能力（本冊子ｐ.42 参照）を設定し、具体的な実践に入

ることにした。 

 

  取組の特徴としては、通常行っ 

ている教科等の目標やねらいに、 

キャリア教育ではぐくむ諸能力の 

視点を取り入れたことである。実 

践報告にあるように、キャリア教 

育ではぐくむ諸能力を取り入れた 

ことにより、教科等の目標やねら 

いと対照・複合し、児童・生徒の 

学びが広がっていることが分かっ 

た。また、それだけではなく児童 

・生徒の学習意欲が高まり、今の 

学習の必要性や大切さを理解でき 

た児童・生徒が多かった。 

キャリア教育ではぐくむ諸能力 

を取り入れたことにより、授業改 

善を図ることができたのである。  

１ 成 果 

第３章 研究のまとめ 

学びが広がる 

キ
ャ
リ
ア
教
育
で
は
ぐ
く
む
諸
能
力 

教
科
等
の
目
標
や
ね
ら
い 

児童・生徒 
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（イ）「体験活動の充実」が教科等の学習を深化させる 

 伊勢原小学校は、第４学年の国語科の単元「伝え合うということ」で授業実

践を行った。この単元は調べる活動が中心になっているので、本やインターネ

ットでの情報収集を中心として授業実践を行うこともできたが、児童が実際に

取材を行う体験を大切にしたいと考え、指導計画を立てた。あるグループは私

鉄のバリアフリーについて取材し、直接駅員さんから話を聞いたことによって、

駅に筆談器があることが分かり、それを見せてもらうことができた。また、あ

るグループはパラリンピックの選手に同行して選手の通う大学まで盲導犬の代

わりをしたことによって、盲導犬の仕事の大変さや盲導犬の必要性を実感する

ことができた。このように実際に体験したことで、本やインターネットで情報

収集をしただけの学習とは違い、話を聞いた人々の言葉が児童の心に残り、そ

の後の学習にも生かすことができた。 

 大船中学校は第２学年で実施する「職場体験活動」を中心に据えた実践を行

ったが、この実践で工夫した点は、体験を通して学んだことをその後の授業で

生かすことを考え、教科等と関連させた指導計画を立てたことである。家庭科

の単元「消費生活に注目する」では、ある生徒はワークシートに「消費者とし

て利用していたときには気付かない商品の並べ方等には、お店の工夫がある。

それぞれのお店でいろいろ工夫していることが分かった」と記述しており、消

費者（利用者）としての立場だけではなく、提供者（事業者）や従事者の立場

から物事を見ることができるようになった。これは、体験を通したからでない

と出てこない記述である。 

「体験活動の充実」が日ごろの教科等の学習を深化させ、キャリア教育にお

いても重要であることが、今回の授業実践から実証された。 

 

 

（ウ）見通しを持った指導ができる 

 伊勢原小学校の実践では、「キャリア教育ではぐくむ諸能力と第４学年国語科

単元との関連表」を本冊子 16・17 ページに掲載し、大船中学校の実践では、「キ

ャリア教育ではぐくむ諸能力と第２学年家庭科題材との関連表」を本冊子 42・

43 ページに掲載した。この表は、縦に見ると、その単元におけるキャリア教育

ではぐくむ諸能力の視点からとらえた期待することができる児童・生徒の姿を

読み取ることができ、横に見ると児童・生徒のキャリア発達を追うことができ

る。 

この表を作成したことにより、１年間を通したキャリア発達を意識した取組

が可能となった。さらに、キャリア教育ではぐくむ諸能力の視点からとらえた

期待することができる児童・生徒の姿が明確になり、どの単元でどの能力を育

成するのが分かるので、教員自身が先の見通しを持って指導に当たることがで

きた。 
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（エ）教員の意識を変える 

 この研究を通して、研究チームの教員のキャリア教育に対する考え方が変わ

ってきた。最初は、キャリア教育は進路指導と同じだと考えている教員もいた

が、実践を重ねるごとにキャリア教育を進路指導より大きな枠で考えるように

なり、特別活動や総合的な学習だけではなく、道徳や教科でも実践することが

可能であることを理解し、教員の意識変革につながった。 

 

 

 

 

（ア）キャリア教育を系統的に進める 

 キャリア教育は、「就職の斡旋指導や進学指導等の受験指導のみを目的とする

ものではなく、児童・生徒の生涯にわたるキャリア形成の能力を身に付けさせ

るための教育」（本冊子３ページ参照）なので、一部の教科や一部の学年だけで

行えるものではない。 

 伊勢原小学校は第４学年の実践を他の学年に広げることをねらい、大船中学 

校は第２学年の実践を第１・３学年の活動と結び付けることをねらいとし、研 

究を進めた。今後、今年度の実践を他のクラスや学年に広げ、継続した取組と 

することが必要である。 

小・中学校だけではなく、高校でもキャリア教育の重要性は増しており、神 

奈川県では平成20年度からすべての県立高校において各校ごとの指導計画に基

づくキャリア教育が展開されている。今年度の研究では、そこまで実践するこ

とができなかったが、今後それぞれの学校で徐々に校種を超えた連携のあり方

を考えていく必要があり、将来的には校種を超えた実践が望まれる。 

 

（イ）地域資源を開拓する 

伊勢原小学校は市立図書館や伊勢原駅等へ行き、児童が直接取材したことを

基に学習を進めた。大船中学校では、職場体験活動場所として 40 か所以上もの

事業所で体験活動を行うことができ、その時の経験が後の学習に生きたのであ

る。両校の実践から分かるとおり、実際に体験したことがその後の学習を深化

させ、児童・生徒の学習意欲を高めている。このように地域資源を活用するこ

とが、キャリア教育を推進する上で重要であり、地域との連携は欠かすことが

できない。今ある地域資源だけではなく、今後新しい地域資源を開拓すること

も、キャリア教育を推進する意味で大変重要である。 

 

 

２ 課 題 
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